
日本語研修コース

[修了者]

第44期生名簿(2007年4月-2007年9月) [18名]

深見兼孝

氏名 呼び名 国籍 専攻 大学

N isha K um an ニシャ イン ド 日本語学 広島大学

B alakrishnan,

Sarangaraja

サーランガラージ

ヤ

イン ド 環境科学 広島大学

N indita,Y osi ヨシ イン ドネシア 分子生物工学 広島大学

N guon Sokchen ソクチエン カンボジア 教育学 広島大学

Song Sopheak ソペ ック カンボジア 教育学 広島大学

N o Fata ノフアタ カンボジア 教育学 広島大学

H aque, M uham m ad

Sayeedul

サイ一 ドル バングラデシュ 農業経済学 広島大学

G abrielA lonzo

A lulod

アロンゾ フィリピン 食品微生物学 広島大学

Su M yat ス ミヤ ト ミャンマー 海洋生物学 広島大学

M arcelo Freire

Lasm ar

マノレセ ロ ブラジル 建築学 広島大学

C ela E m an エニアン アノレバニア 経潰学 広島大学

A ngerm an,O snat

Z ipora

オスナッ ト イスラエル 健康教育学 広島大学

Eltelib H aniA hm ad ノ、ニ スーダン 農学 広島大学

M anasseh E m m anuel

ぐhifuel

マナセ タンザニア 電子情報工学 広島大学

K uti,O law ole A biola クテ ィ ナイジェリア 機械 工学 広島大学

Lam phay phan

Thongphet

ランパイパン ラオス マクロ経済学 広島修道大学

Et唱sterA lexander ア レクサンダー スイス クラシックギター エ リザベ ト音楽

大学

段暁東 ダン 中国 経潰学 広島大学
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[修了者]

第45期生名簿(2007年10月-2008年3月) [18名]

氏名 呼び名 国籍 専攻 大学

Eko Sum arsono エコ インドネシア 数学教育 広島大学

Bae,Eunyoung ウニヨン 大韓民国 教育思想 広島大学

Zhao JiaH ui チアフイ 中国 幼児教育 広島大学

Cabajes,A ngelie

V irtudazo

アンジェリー フィリピン 障害児教育 広島大学

M arasigan,Sherry

Bayot

シェリー フィリピン 社会科教育 広島大学

M acaranas,A lm eda

Caram at

アルメダ フィリピン 数学教育 広島大学

San San H tw ay サンサントエイ ミャンマー 理科教育 広島大学

SierraB ecerra Carlos

H um berto

カルロス メキシコ 生涯環境学習教

=fcr目

広島大学

Esuku D avid エスク ウガンダ 理科教育 広島大学

H aret,M oham ed

N assir

パレット ケニア 数学教育 広島大学

M aranu Andreia D iana アンドレイア ノレーマニア 文化人類学 広島市立大学

金雪梅 キンセツバイ 中国 英語教育 広島大学

林楠 リンナン 中国 運動学 広島大学

H abibuddin M ohd,

H afiz

ハフィズ マレーシア 電力系統工学 広島大学

SiddiqueM D .

Anisuzzam an

シディック バングラデシュ 情報工学 広島大学

A chm ad Zam rom ザムロニ インドネシア 農学 広島大学

Chouichom Seksak チョイチヨム タイ 農学 広島大学

YousifBasim バシム イラク 農学 広島大学
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講師一覧

第44期(2007年4月-2007年9月)

専任　浮田三郎　玉岡賀津雄　多和田真一郎　中川正弘　深見兼孝

非常勤　伊ヶ崎泰枝　石井敬子　今石正人　後藤美知子　佐藤道雄

[専門用語解説]

江坂宗春(生物圏科学研究科)大塚豊(教育学研究科)大野修一(工学研究科)片桐功(ェリ

ザベト音楽大学)木梨陽康(先端物質科学研究科)小松正昭(国際協力研究科)佐久川弘

(生物圏科学研究科)迫田久美子(教育学研究科)佐藤紀雄(ェリザベト音楽大学)杉本俊多

(工学研究科)中野宏幸(生物圏科学研究科)長揮和也(生物圏科学研究科)西田恵哉(工

学研究科)雛元孝夫(工学研究科)平川幸子(国際協力研究科)矢野順治(社会科学研究

料)山尾政博(生物圏科学研究科)渡部和彦(教育学研究科)

第45期(2007年10月-2008年3月)

専任　浮田三郎　玉岡賀津雄　多和田真一郎　中川正弘　深見兼孝

非常勤　伊ヶ崎泰枝　石井敬子　今石正人　後藤美知子　佐藤道雄

[専門用語解説]

朝倉淳(教育学研究科)岩井千秋(広島市立大学)岩崎秀樹(教育学研究科)植田敦三(敬

育学研究科)落合俊郎(教育学研究科)小野章(教育学研究科)小原友行(教育学研究科)

小山正孝(教育学研究科)清水欽也(教育学研究科)造賀芳文(工学研究科)鳥越兼治(敬

育学研究科)七木田敦(教育学研究科)丸山恭司(教育学研究科)森本康彦(工学研究科)

吉田将之(生物圏科学研究科)余利野直人(工学研究科)渡部和彦(教育学研究科)
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第44期(2007年4月-2007年9月)予定表

期日 行事/ 試験等 見学(総合演習) 備考

4 / 6 4 / 6 (金 ) 4/ 6 C金)

ll:00オリエンテl シ∃:イK308) 13:30国際交流会館オリエンテーション

4/ 7 (土)東広島オリエンテーションバ

スツアー

4 / 9- 4/ 13 4/ 9 (月) 4/ 9(月)

l l:00開講式(教育学部第3 .4会議室 ) ll:30ホストファミリー案内(K308)

16:30全学留学生オリエンテ- シ∃ン

4/ 16ー4/ 20 4/ 20(金) 4/ 20(金)

広島市 17:30ホストファミリー対面式

4/ 23- 4 / 27

4 / 30- 5/ 4 4/ 30(月)公休日

5/ 3(木 )~ 5/ 5 (土)公休日

5 / 7- 5/ ll

5/ 14- 5/ 18

5/ 21- 5/ 25 5/ 25(金)

宮島

5 / 28- 6/ 1

6/ 4- 6/ 8 6/ 6 (水)中間試験

6/ 7 (木)専門用語解説開始

6/ ll- 6/ 15

6/ 18ー6/ 22

6/ 2臣-6/ 29

7/ 2- 7/ 6 7/ 6 (金)

マツダ

7 / 9- 7/ 13

7/ 16ー7/ 20 7/ 16(月)公休日

7/ 23- 7/ 27

7/ 30-7/ 31

8 / 1- 8/ 31 夏休み

9/ 3 - 9/ 7 9/ 3 (月)期末試験

9/ 4 (火) - 9/ 6 (木)特別講義

9/ 7 (金 )10:00修了式 .研修成果発

表会(教育学部第3.4会議室 )
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第45期(2007年10月-2008年3月)予定表

期日 行事 / 試験等 見学 (総合演習) 備考

10/ 8- 10/ 12 10/ 9 火) 10/ 8 (月)体育の日(祝日)

ll:00コースオリエンテーション 10/ 9 (火) 16:00:全学新入留学生オ

K308) リエンテl シ∃ン<K 108)

10/ 10 (水) 10/ 10(水 )

ll:00開講式(教育学部第3 .4会議室) ll:30ホストファミリー案内(K308)

10/ 15- 10/ 19 10/ 20(土 )10:00国際交流会館消

防訓練

10/ 22- 10/ 26 10/ 26(金)

広島市

10/ 26C金 )

17:00ホストファミリー対面式

10/ 29- ll/ 2 ll/ 3 (土)文化の日(祝日)

ll/ 5 - ll/ 9

l l/ 12- ll/ 16 ll/ 15 (木)「専門用語解説」開始

(~ 1/ 24)

ll/ 16(金)

宮島

ll/ 19- ll/ 23 ll/ 23 (金 )勤労感謝の日(祝 日)

l l/ 26- ll/ 30

12/ 3 - 12/ 7 12/ 5 (水 )中間試験

12/ 10- 12/ 14

12/ 17- 12/ 21

12/ 24-1/ 7 冬休 み 12/ 24(月)天皇誕生日(祝日 )

1/ 1 (火)元旦 (祝日)

1/ 8 - 1/ ll

1/ 14- 1/ 18 1/ 14(月)成人の日(祝日)

1/ 21- 1/ 25 1/ 25(金)

マツダ

1/ 28- 2/ 1

2/ 4- 2/ 8

2/ ll- 2/ 15 2/ ll(月)建国記念の日(祝日)

2/ 18ー2/ 22 2/ 20(水 )期末試験

2/ 2K 木)~ 21 (金)特別講義

2/ 25 - 2/ 29 2/ 25(月)~ 29(金 )特別講義

3/ 3 3/ 3 月)

13:30修了式(教育学部第3.4会議室)

14:00.成果発表会 (〟)
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日本語教育部門:日本語・日本事情
(2007年4月　2008年3月)

田　村　泰　男

1.授業科目一覧

・東広島キャンパス

授 業 科 目

開 設

単 位 数

学期 別 週授 業 時 数

備 考

前 期 後 期

総 合 日本語 初 級 I A 1 . 1 2 2 広 島 大 学 外 国 人 留

学生 の た め の 授 業

で あ る。総 合 日本語 初 級 I B 1 . 1 2 2

総 合 日本語 初 級 I C 1 . 1 2 2

総 合 日本語 初 級 Ⅱ A 1 . 1 2 2

総 合 日本語 初 級 Ⅱ B 1 . 1 2 2

総 合 日本語 初 級 Ⅱ C 1 . 1 2 2

総 合 日本語 中 級 I A 1 2

総 合 日本語 中 級 I B 1 2

総 合 日本語 中 級 I C 1 2

総 合 日本語 中 級 I D 1 2

総 合 日本語 中 級 I E 1 2

総 合 日本語 中 級 I F 1 2

総 合 日本語 中 級 Ⅱ A 1 2

総 合 日本語 中 級 Ⅱ B 1 2

総 合 日本語 中 級 Ⅱ C 1 2

総 合 日本語 中 級 Ⅱ D 1 2

総 合 日本語 中 級 Ⅱ E 1 2

総 合 日本語 中 級 Ⅱ F 1 2
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日本語聴 解特別演習 A 1 2

日本 語聴 解特別演習 B 1 2

日本 語 分析特別演習 A 1 2

日本 語 分析特別演習 B 1 2

日本 語 表現特別演習 A 1 2

日本 語 表現特別演習 B 1 2

日本 語 古文特別演習 A 1 2

日本 語 古文特別演習 B 1 2

日本 話 語桒特別演習 A 1 2

日本 話 語桒特別演習 B 1 2

映像 日本語特別演習 A 1 2

映像 日本語特別演習 B 1 2

日本 の社会 . 文 化 A 1 2

日本 の社会 . 文 化 B 1 2

日本 の思想 . 哲 学 A 1 2

日本 の思想 . 哲 学 B 1 2

日本 の地域 . 文 化 A 1 2

日本 の地域 . 文 化 B 1 2

日本語.日本文化特別研究 I A 4 4

日本語.日本文化特別研究 I B 4 4

日本語.日本文化特別研究 I C 4 4

日本語.日本文化特別研究ⅡA 4 4

日本語.日本文化特別研究ⅡB 4 4

日本語.日本文化特別研究ⅡC 4 4
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霞キャンパス

授 業 科 目

開 設

単位数

学期別週授業時数

備 考

前 期 後 期

総合 日本語初級 I A 1 . 1 2 2 広島大 学外 国人留

学生 のた めの授 業

である。総合 日本語初級 I B 1 . 1 2 2

総合 日本語初級ⅡA 1 . 1 2 2
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2.授業内容

(東広島キャンパス)
・レベノレ1

授業科 目 総合 日本語初級 I A ・I B - I C

担当教員 石原 浮也 . 深見 兼孝 . 下村 真理子 . 山中 康子

目 標 かな及び基本的な漢字の読み方 . 書き方、初歩的な文法を習得

させる。

内 容 1.文字の導入 2.基本文型の導入

3.音読練習 4.口頭及び筆記による応用練習

テキス ト 「みんなの 日本語初級 I 本冊」 (ス リーエーネ ッ トワーク)

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

・レベノレ2

授業科 目 総合 日本語初級 H A ・H B ・E C

担当教員 田村 泰男 . 中川 正弘 . 下村 真理子

目 標 初級後半 レベル の基礎的な語嚢 .文型 .表現を学習 し、併せて種々

の場面に応 じた実用的な 日本語表現能力を習得 させ る。

内 容 第 1週 一第 5 週

依頼表現、可能表現 、継続 . 習慣 の表現、理 由の表現、意志 . 予

定の表現、完了表現 、自動詞/ 他動詞 、推量表現、忠告の表現、

命令 .禁止表現、テス ト(1)

第 6 週 一第 10 週

時間表現、付帯状況 の表現、条件表現、 目的 . 目標の表現、状態

変化の表現、受身表現、形式名詞、理 由 .原因の表現、疑問詞疑

間文、試行の表現、テス ト(2)

第 11 週一第 15 週

授受表現、 目的の表現、様態の表現、移動の表現、難易表現、伝

聞表現、使役表現、敬語 、テス ト(3)

テキス ト 「みんなの 日本語初級 Ⅱ 本冊」 (ス リーエーネ ッ トワーク)

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題
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・レベノレ3

授業科 目 総合 日本語 中級 I A ・I B

担当教員 浮 田 三郎 . 渡部 浩見

目 標 中級 レベルの長文を読み、内容を理解す る能力 を身に付 ける。今ま

でに学んだ基本的な表現を使 って、 日本語で議論を した り自分の意

兄を表現できるようにす る。

内 容 扱 う内容は以下の通 り。

第1週～第7週

グラフの読み方、旅行、手紙、手紙の書 き方、買い物、テス ト(1)

第8週～第15週

祭 り、プ レゼン ト、アンケー ト、アンケー トの方法、テス ト(2)

テキス ト 「トピックによる 日本語総合演習 . 中級前期」

(スリーエーネ ッ トワーク)

成績評価 の方法 出席 .試験 .宿題

授業科目 総合日本語中級 I C

担当教員 坂田 光美

目 標 さまざまな形式の文章表現を耳から理解できるようになる。

内 容 各課ひとつのトピックスについての文章をテープを通して聞き、そ

れについての質問に答えていく。文章は、各課ごとにの次第に長く

なっていくが、練習によって、理解した事柄を口頭でも、筆記でも

答えられるようパターン学習する。

テキスト 「毎日の聞き取り5 0 日 vol.2」(凡人社)

成績評価の方法 出席状況と平常点、および期末試験による総合評価。
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授業科 目 総合 日本語 中級 I D ・I E

担当教員 浮 田 三郎 . 渡部 浩見

目 標 中級 レベル の長 い文章 を読み、それが何 を伝 えよ うとしたものであ

るかを確実 に読み とる読解力 を身に付け、 さらにその内容 を的確に

言語表現できる能力 を養 うことを 目標 とす る。

内 容 その課 に出て くる文型、語桒等について解説を加 えた後、長文 を

読み 内容 を理解 した うえで、長文の内容 についての質問に答える。

適宜、 トピックに関連 した 日本文化についての解説を加える。

第 1 週～第 7 週

新宿、工場見学、方言、思い出の人形、 日本間、青 と緑、テ ス ト

第 8 週～第 15 週

マ ンガ、志のままに、す し、河童 、寄席、睡眠、テス ト

テキス ト 「日本語 2nd ステ ップ」 (白帝社 )

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

授業科 目 総合日本語中級 I F

担当教員 下村 真理子

目 標 音声教材を用いて、一定の長 さの説明文や解説文の聞き取 り能力を

養うとともに、総合的な日本語能力を高める。

内 容 1 ) トピックに関するC D を聞いて質問に答え、内容を理解する。

2 ) スクリプ トを使用 した様々な練習をすることによって、総合的な

日本語力を身につける。

3 ) 内容について話し合ったり、要約文を書いた りする。

テキス ト 「新毎日の聞き取り5 0 日 vo l.1」(凡人社)

成績評価の方法 出席状況と平常点、および期末試験による総合評価。
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・レベノレ4

授業科 目 総合 日本語 中級 I A - I B

担当教員 田村 泰男 .坂 田 光美

目 標 中級 レベル の文法 .語嚢 .表現の定着を図 るとともに長文読解能力

を養成する。

内 容 トピックに基づいて書かれ た 日本語 中級学習者用の読解教材を読み

進みながら、中級 レベルの文型 .語嚢 .表現を学習する。

授業では、特に次の語嚢 .表現の解説を行 う。

～ざるをえない、～ようになる、できるだ け～、～おかげで、

～のように、～よりもむ しろ～のほ うが、～ことだ、～のだ、

～ とはなしに～ していると、かえって～、せめて～た ら、

～す るやいなや、お/ ご～、た とえ～ても、～ (と) している、

～がち、～た/ だ上で、～わけにはいかない、～ うちに、

～た途端、～かねない、～ とのことである、～にわたって、

～ とともに、まるで～よ うだ、～さ/ ～み/ ～め

テキス ト 「日本語中級読解新版」 (アルク)

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

授業科 目 総合 日本語 中級 ⅡC

担当教員 山中 康子

目 標 身近な トピックによ り、 日本 に対す る理解 を深める とともに、多様

な場面や状況 を理解 し、語嚢 を増やす。聞 き取 りだけでな く、多角

的な練習によ り、総合的な日本語の力 を伸 ばす。

内 容 教材を聴 く前に先ず、

(1)イ ラス トによって、教材 の内容を概観す る。

(2)関連語嚢や、背景 となる知識 を導入す る。

(3)教材 の内容に関す る短い文章を読み、クイズに答える。

教材を聴いた後

(4)タスクに答える。

(5)話題 に関連 した補足説明を読み、知識 を深 める。

(6)語嚢、表現の定着 を図るために、 口頭練習を行 う。

(7)音声言語 としての日本語についての理解を深める。

テキス ト 「毎 日の聞き取 りplus40 下」 (凡人社)

成績評価の方法 試験、出席、課題
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授業科 目 総合 日本語 中級 E D ・H E

担当教員 田村 泰男 .坂 田 光美

目 標 中級 レベルの文法 .語嚢 . 表現の定着を図るとともに長文読解

能力を養成する。

内 容 トピックに基づいて書かれた 日本語 中級学習者用の読解教材を読 み

進みなが ら、中級 レベル の文型 .語嚢 .表現を学習 し、部分作 文に

よって新出項 目の定着 を図 る。授 業では、特に次の語嚢 .表 現の解

説を行 う。ながら、まい、わけだ、でも、ほど、なら、ても、て くる、

て しま う、なが ら、 よう、がる、こ とにす る/ なる、～とか～ とか、

てたま らない、ばか り、 ものだ、てみ る、 中、～ し～ し、か もしれ

ません、つも り、 くらい、なければならない、まま、～か ら～にかけ

て、ものの、～や ら～や ら、につれ て、～ば～ほど、 として、によっ

て、ところ、に とって、はず、 さえ、 うち

テキス ト 「テーマ別 中級か ら学ぶ 日本語」 (研究社 )

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

授業科 目 総合 日本語 中級 Ⅱ F

担当教員 山中 康子

目 標 身近な トピックによ り、 日本 に対す る理解 を深める とともに、多様

な場面や状況 を理解 し、語嚢 を増やす。聞 き取 りだけでな く、多角

的な練習によ り、総合的な日本語の力 を伸 ばす。

内 容 教材を聴 く前に先ず、

(1)イ ラス トによって、教材 の内容を概観す る。

(2)関連語嚢や、背景 となる知識 を導入す る。

(3)教材 の内容に関す る短い文章を読み、クイズに答える。

教材を聴いた後

(4)タスクに答える。

(5)話題 に関連 した補足説明を読み、知識 を深 める。

(6)語嚢、表現の定着 を図るために、 口頭練習を行 う。

(7)音声言語 としての日本語についての理解を深める。

テキス ト 「毎 日の聞き取 りplus40 上」 (凡人社)

成績評価の方法 試験、出席、課題

-64-



・レベノレ5

授業科目 日本語聴解特別演習A

担当教員 深見 兼孝

目 標 現代 日本のさまざまな問題を取 り上げた時事エッセイの聴解能力を

養い、併せてそれに特有の語嚢 .表現を学習する。

内 容 次のような段階を踏んで、内容を理解する練習を行う。

後にそれを文字化したものを読み、理解を補 う。

1) キーワー ドの理解と聞き取 り

2) 概要の把握

3) 細部の聞き取 り

さらに、重要語句の使い方について練習する。

テキスト 市販の中 . 上級用教材の一部と付属のテープ。および担当者の自主

教材。

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

授業科 目 日本語聴解特別演習 B

担 当教員 深見 兼孝

目 標 ニュースの聴解能力を養い、併せてそれ に特有の語嚢 .表現 を学習

す る。

内 容 ニュースを聞き、次の段階を踏んでその内容 を理解す る練習を

行 う。また、スク リプ トの完成を行 うことに よって、漢字、語嚢、

表現の使い方を学習する。

1) キー ワー ドの理解 と聞き取 り

2) 概要の聞き取 り

3) 細部の聞き取 り

4) ディクテーション

テキス ト 市販 の中 . 上級用教材 の一部 と付属のテープ。お よび担当者の 自主

教材。

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題
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授業科目 日本語分析特別演習A

担当教員 中川 正弘

目 標 日本語で文章を綴ることに慣れ、自分たち外国人の日本語を日本人

の日本語と比較分析することで日本語の理解を深める0

内 容 自分の使 う日本語をはっきりと目に見える形にするために、毎過 日

本譜作文を提出してもらう0 その作文は自分の書いた文章と書き直

L が客観的に対照しやすいようにワープロ編集をして返すので、自

分の日本語の問題点を考える0 授業ではそれらの日本語作文から間

違っている文、あるいは何か問題がある文を例に選び、時には何通

りもある書き直し方や関連するさまざまな文法、表現の例 と比較 し

ながら、日本人の日本語がどのような感覚、心理、考え方を土台と

しているかを分析し、さまざまな文体的事象について解説 していく0

前期は日本語への翻訳、要約を多く扱 う0

テキスト 用例のプリントを毎回配布する。

成績評価の方法 提出作文、テス ト

授業科目 日本語分析特別演習B

担当教員 中川 正弘

目 標 日本語で文章を綴ることに慣れ、自分たち外国人の日本語を日本人

の日本語と比較分析することで日本語の理解を深める。

内 容 自分の使う日本語をはっきりと目に見える形にするために、毎週

日本語作文を提出してもらう0 その作文は自分の書いた文章と書き

直しが客観的に対照しやすいようにワープロ編集をして返すので、

自分の日本語の問題点を考える。授業ではそれ らの日本語作文から

間違っている文、あるいは何か問題がある文を例に選び、時には何

通りもある書き直し方や関連するさまざまな文法、表現の例と比較

しながら、日本人の日本語がどのような感覚、心理、考え方を土台

としているかを分析 し、さまざまな文体的事象について解説してい

く0 後期は報告文、説明文を多く扱 う0

テキスト 用例のプリントを毎回配布する0

成績評価の方法 提出作文、テス ト
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授業科 目 日本語表現特別演習 A

担 当教員 浮田 三郎

目 標 日本 の諺を教材 に して、時には世界各国の諺 と対照比較 し、 日本語

的な表現法、比愉表現の面 白さ、 日本的な考え方、 日本の文化や風

土などの理解を 目指す。

内 容 日本 の代表的な諺 を、時には世界各 国の諺 と対照比較 しながら、留

学生達の意見を発表 してもらい、ディスカッシ ョンす る。 日本語的

な表現法を学習 し、各々の諺が持っているテーマや特徴 を、簡単な

クイズ形式の設問を用いて、考えてみる機会を与える。

テーマ別には、以下に掲 げる通 りである。

1.諺の表現法 2.親 と子 3.夫婦 4.恋愛

5.油断 と用心 6.欲 7.酒 8.友 9.秘密

テ キス ト 自主教材、金子武雄 『日本の諺』 1 9 8 2 年 ) 等

成績評価の方法 授業への出席状況 とレポー トに よって評価する。

授業科 目 日本語表現特別演習 B

担 当教員 浮田 三郎

目 標 日本 の諺を教材 に して、時には世界各国の諺 と対照比較 し、 日本語

的な表現法、比愉表現の面 白さ、 日本的な考え方、 日本の文化や風

土などの理解を 目指す。

内 容 日本の代表的な諺を、時には世界各国の諺 と対照比較 しながら、

留学生達の意見を発表 して もらい、デ ィスカ ッションす る。 日本語

的な表現法を学習 し、各々の諺が持 っているテーマや特徴を、簡単

なクイズ形式の設問を用いて、考えてみる機会 を与える。テーマ別

には、以下に掲げる通 りである。

1.睡眠 2.病気 3.生死 4.季節 5.天候

6.学者 7.教育 8.義理 9.動物 と比愉

テ キス ト 自主教材、金子武雄 『日本の諺』 1 9 8 2 年 ) 等

成績評価の方法 授業への出席状況 とレポー トに よって評価する。
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授業科目 日本語古文特別演習A

担当教員 多和田 哀一郎

目 標 「日本語古文」基礎を学習する。

日本語古文読解のための基本的知識を身につける。

内 容 現代日本語との関連を考慮に入れながら、日本語古文を理解するた

めの基礎力を養 う。合わせて、研究のための資料として古文書を扱

う際の心得についても考える。

(内容)

現代語と古典語、古典語文法基礎、十九世紀の日本語の例、

十八世紀の日本語の例、十七世紀の日本語の例、漢文の基礎等

テキスト 自主教材 (プリント配布)

成績評価の方法 出席、試験

授業科目 日本語古文特別演習B

担当教員 多和田 哀一郎

目 標 日本語古文特別演習A を踏まえ、「日本語古文」の応用学習を

する。 日本語古文読解のための応用的知識を身につける。

内 容 日本語古文読解ための応用力を養 う。合わせて、研究のための資料

として古文書を扱う際の問題点についても考える。

(内容)

現代語 と古典語、古典語文法、十九世紀の日本語の読解、

十八世紀の日本 語の読解、十七世紀の日本語の読解、

漢文の読解等

テキスト 自主教材 (プリント配布)

成績評価の方法 出席、試験
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授業科 目 日本話語桒特別演習 A

担 当教員 田村 泰男

目 標 常用漢字に採択 されている漢字の訓読みや慣用句、擬音語 . 擬態語

を学習することによって、よ り自然 な日本語表現能力の習得 を目指

す。

内 容 1.漢字の訓読み

2. 同訓異字

3l各種比愉表現

4.身体語嚢 を使 った慣用句

5.動植物の語嚢 を使 った慣用句

6.擬音語 .擬態語

テキス ト プ リン トを配布する。

成績評価の方法 テス ト、出席、宿題

授業科 目 日本話語桒特別演習 B

担 当教員 田村 泰男

目 標 慣用的な読み方をす る漢字や類義語、接頭辞 .接尾辞な どを学習す

ることによって、 日本語での表現能力を高め るとともに、各種類意

表現のもつ意味上の微妙な違いについての理解 をはかる。

内 容 1.特別な読み方をす る漢字

2.送 り仮名によって読み方の違 う漢字

3.読み方が二通 りある漢字熟語

4.国字 5.畳語 6.類義語 .類意表現

7.若者語 8.外来語 9.接頭辞 .接尾辞

テキス ト プ リン トを配布する。

成績評価の方法 テス ト、出席、宿題
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授業科 目 映像 日本語特別演習 A

担当教員 石原 淳也

目 標 日本映画 . アニメーシ ョンを見ていく中で、1) 日本語の音声に関す

る解説および聞き取 り練習 を行 うこと、2)セ リフに出てくる語 の用

紘 .意味の解説を通 じて語嚢 を増やすこ と、3)映画の中で出演者が

なぜそ のよ うに振 る舞 うか とい うことを通 じて 日本人の考 え方 を理

解す ること、4)映画の 中で扱われ るエ ピソー ドを通 じて 日本 の文化

を知ることを目標 とす る。

内 容 第 1 週l第 9 週

「金融腐食列 島」を最後まで見た後、も う一度最初か ら少 しずつ

音声、語嚢、行動等について質問、解説 を行 う。

第 10 週l第 15 週

「うる星やつ ら」を見た後、も う一度最初か ら少 しずつ音声、

語嚢、行動等 について質問、解説を行 う。

テキス ト 必要に応 じプ リン トを配布。

成績評価 の方法 出席 .授業態度 . レポー ト

授業科 目 映像 日本語特別演習 B

担当教員 石原 浮也

目 標 日本映画 . アニ メー ションを見ていく中で、

1) 日本語の音声に関する解説および聞き取 り練習を行 うこと

2)セ リフに出て くる語の用法 .意味の解説を通 じて語嚢を増やす

こと

3)映画の中で出演者がなぜそのよ うに振 る舞 うか とい うことを通 じ

て 日本人の考 え方 を理解す ること

4)映画の中で扱われ るエ ピソー ドを通 じて 日本 の文化 を知 るこ とを

目標 とす る。

内 容 映画 . アニ メー ションを見た後、も う一度最初か ら少 しずつ音声、

語嚢、行動等について質問、解説 を行 う。

テキス ト 必要に応 じプ リン トを配布。

成績評価 の方法 出席 .授業態度 . レポー ト
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・日本事情

授 業 科 目 日本 の 社 会 . 文 化 A

担 当教 員 中 失 礼 美

目 標 こ の 授 業 の 目標 は 、 現 代 日本 に お け る 特 徴 的 な 社 会 現 象 あ る い は 間

題 を と りあ げ 、 社 会 学 、 生 命 倫 理 学 、 教 育 学 の 視 点 か ら 読 み 解 き 、

日本 の 社 会 と文 化 に 対 す る認 識 を よ り深 め る こ とで あ る。

内 容 1. 2 . 若 者 の ライ フ ス タ イ ル と職 業 意 識

3. 4 . 日本 に お け る 「中 流 階 級 文 化 」

5. 6 . ジ ェ ン ダ ー フ リー 7 . 試 験

8 . 9 . 生 命 倫 理 10 . l l. 1 2. 現 代 家 族 の 様 相

13 . 14 . 現 代 の 教 育 課 題 と教 育 改 革 15 . 試 験 .

テ キ ス ト テ キ ス トは 特 に な し。 毎 回 の 授 業 テ ー マ に 沿 っ た 資 料 を コ ピ ー して

配 布 す る。

成 績 評 価 の 方 法 出 席 50 % 、 試 験 5 0 %

授 業 科 目 日本 の 社 会 . 文 化 B

担 当教 員 中 失 礼 美

目 標 こ の授 業 の 目標 は 、 現 代 日本 に お け る 特 徴 的 な 社 会 現 象 あ る い は

問 題 を と り あ げ 、 社 会 学 、 教 育 学 、 人 類 学 の 視 点 か ら読 み 解 き 、

日本 の 社 会 と文 化 に 対 す る認 識 を よ り深 め る こ とで あ る。

内 容 1. 2 . メデ ィ ア と は何 か

3 . 4 . サ ブ カ ル チ ャ ー とは 何 か

5 . 6 . 少 年 犯 罪

7 . 試 験

8 . 9 . 男 性 学 と女 性 学

10 . l l. 教 育 問 題 - 不 登 校 . 学 級 崩 壊

12 . 13 . 14 . 観 光 人 類 学 - 観 光 の しか け . 観 光 が 作 り出 す 文 化

15 . 試 験

テ キ ス ト テ キ ス トは 特 に な し。 毎 回 の 授 業 テ ー マ に 沿 っ た 資 料 を コ ピ ー して

配 布 す る。

成 績 評 価 の 方 法 出 席 50 % 、 試 験 5 0 %
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授業科 目 日本の思想 .哲学 A

担当教員 橋本 敬司

目 標 日本 の思想 .哲学 を歴史的あるいは現代的に考察することにより、

学習者各 自が 日本 と日本人を発見す るとともに 自らの思想 を形成 し

てい くこと。

内 容 方丈記、平家物語な どのテキス トを読み、歴 史的に 日本人の思想 .

哲学を支える無常観 .死生観 .美意識な どについて考察す る。

テキス ト 随時 コピーを配布す る。

成績評価の方法 出席 とレポー ト

授業科 目 日本の思想 .哲学 B

担当教員 橋本 敬司

目 標 日本 の思想 .哲学 を歴史的あるいは現代的に考察することにより、

学習者各 自が 日本 と日本人を発見するとともに自らの思想 を形成

してい くこ と。

内 容 「日本 の思想 .哲学 A 」の学習をもとに、現代の病理 として生 じた

事件を取 り上げ、その裏に潜む 日本人の思想 .哲学について考察

す る。

テキス ト 随時 コピーを配布す る。

成績評価の方法 出席 とレポー ト
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授業科 目 日本の地域 .文化 A

担当教員 玉岡 賀津雄

目 標 日本の地域 と文化を理解すること。

内 容 広 島大学の留学生を対象に , 日本 の地域 と文化 を紹介す る。地域の

文化遺産 , 風土, 人々の生活を探ってい く。授業では, ビデオ,

D V D などを使 って, 実際の映像か ら日本の地域や文化を広 く理解

す る。また , ゲス トを招いて, さまざまな地域の紹介や討論を行

う。地域 と文化 A では, 日本の南の地域 (東京 から南)を中心に紹介

す る。

テキス ト 特にな し

成績評価 の方法 日々の授 業への出席 と活発な参加 .短い事例報告 .短い発表。

授業科 目 日本の地域 .文化 B

担当教員 玉岡 賀津雄

目 標 日本の地域 と文化を理解すること。

内 容 地域 と文化 A と引き続 き, 広島大学の留学生を対象 に, 日本の地域

と文化を紹介す る。地域の文化遺産 , 風土 , 人々の生活を探ってい

く。授業では , ビデオ , D V D などを使 って , 実際の映像 から日本

の地域や文化を広 く理解す る。また, ゲス トを招いて , さまざま

な地域の紹介や討論 を行 う。地域 と文化 B では, 日本 の北の地域

(東 京 より北)を中心に紹介す る。

テキス ト 特にな し。

成績評価 の方法 日々の授 業への出席 と活発な参加 .短い事例報告 .短い発表。
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・特定研究

授 業 科 目 日本 語 . 日本 文 化 特 別 研 究 I

担 当教 員 中 川 正 弘 . 田村 泰 男 . 石 原 浮 也

目 標 一 連 の 特 別 講 義 、 お よび 見 学 . 実 習 か ら 、 高 度 な 日本 語 の 知 識 や

運 用 能 力 を 身 に 付 け 、 日本 お よ び 広 島 周 辺 の 社 会 . 文 化 に つ い て の

理 解 を 深 め る。

内 容 日本 語 . 日本 文 化 研 修 プ ロ グ ラ ム の 一 環 と し て 、 日本 語 . 日本 文 化

に 関 す る講 義 、 日本 お よ び 広 島 周 辺 地 域 に お け る 社 会 、 産 業 、 文 化

を 理 解 す るた め の実 地 研 修 な らび に 研 究 指 導 を 行 な う。

オ リエ ン テ ー シ ョン 、 日本 語 . 日本 文 化 特 別 講 義 I ～ Ⅵ 、

地 域 研 修 I ~ V I、 研 修 レポ ー ト構 想 発 表

テ キ ス ト 必 要 に 応 じて プ リン トを 配 布 。

成 績 評 価 の 方 法 出 席 . レポ ー ト . 宿 題

授 業 科 目 日本 語 . 日本 文 化 特 別 研 究 Ⅱ

担 当教 員 中 川 正 弘 . 田村 泰 男 . 石 原 浮 也

目 標 一 連 の 特 別 講 義 、 お よ び 見 学 . 実 習 か ら、 高 度 な 日本 語 の 知 識 や 運

用 能 力 を 身 に付 け 、 日本 お よび 広 島 周 辺 の 社 会 . 文 化 に つ い て の 理

解 を深 め る。

内 容 日本 語 . 日本 文 化 研 修 プ ロ グ ラ ム の 一 環 と し て 、 日本 語 . 日本 文 化

に 関 す る講 義 、 日本 お よ び 広 島 周 辺 地 域 に お け る 社 会 、 産 業 、 文 化

を 理 解 す るた め の実 地 研 修 な らび に 研 究 指 導 を 行 な う。

オ リエ ン テ ー シ ョン 、 研 修 レポ ー ト構 想 発 表 、

日本 語 . 日本 文 化 特 別 講 義 V I I - X I I 、 地 域 研 修 V II - X I I 、

研 修 レ ポ ー ト要 旨発 表

テ キ ス ト 必 要 に 応 じて プ リン トを 配 布 。

成 績 評 価 の 方 法 出 席 . レポ ー ト . 宿 題
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(霞キャンパス)
レベノレ1

授業科 目 総合 日本語初級 I A ・I B

担当教員 山中 康子 . 渡部 浩見

目 標 かな及び基本的な漢字 の読み方 .書 き方、初歩的な文法を習得 させ

る。

内 容 1.文字の導入

2.基本文型の導入

3.音読練習

4.口頭及び筆記による応用練習

テキス ト 「みんなの 日本語初級 I 本冊」 (スリーエーネ ットワーク)

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

・レベノレ2

授業科 目 総合 日本語初級 ⅡA

担当教員 渡部 浩見

目 標 初級後半 レベル の基礎的な語嚢 .文型 .表現を学習 し、併せて種々

の場面に応 じた実用的な 日本語表現能力 を習得 させ る。

内 容 このクラスでは、次の語嚢 . 文型 .表現を学習す る。

依頼表現、可能表現 、継続 . 習慣 の表現、理 由の表現、意志 . 予

定 の表現、完 了表現 、自動詞/ 他動詞、推量表現、忠告 の表現、

命令 .禁止表現、時間表現、付帯状況の表現、条件表現、

目的 . 目標の表現、状態変化 の表現、受身表現、形式名詞、

理由 .原因の表現、疑問詞疑問文、試行の表現、授受表現、

様態 の表現、移動の表現、難易表現、伝聞表現、使役表現、

敬語

テキス ト 「みんなの 日本語初級 Ⅱ 本冊」 (ス リーエーネ ッ トワーク)

成績評価の方法 出席 .試験
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日本語教育部門:留学生関係科目
(2007年4月　2008年3月)

田　村　泰　男

1.授業科目一覧

・東広島キャンパス

授 業 科 目

開 設

単位 数

学期 別 週 授 業 時数 備 考

前 期 後 期

E lem en tary J ap an ese I A 2 2 広 島 大 学短 期 交

換 留 学 生 の た め

の授 業 で あ る。E lem en tary J ap an ese I B 2 2

E lem en tary J ap an ese I C 2 2

E lem en tary J ap an ese I D 2 2

E lem en tary J ap an ese II A 2 . 2 2 2

E lem en tary J ap an ese II B 2 . 2 2 2

E lem en tary J ap an ese II C 2 . 2 2 2

In term ed iate J ap an ese I A 2 2

In term ed iate J ap an ese I B 2 2

In term ed iate J ap an ese I C 2 2

In term ed iate J ap an ese I D 2 2

In term ed iate J ap an ese I E 2 2

In term ed iate J ap an ese I F 2 2

In term ed iate J ap an ese II A 2 2

In term ed iate J ap an ese II B 2 2

In term ed iate J ap an ese II C 2 2

In term ed iate J ap an ese II D 2 2

In term ed iate J ap an ese II E 2 2

In term ed iate J ap an ese II F 2 2
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A d v a nc ed J ap an ese A (L isten in g) 2 2

A d v a nc ed J ap an ese B (L isten in g) 2 2

A d v a nc ed J ap an ese A (A n a ly sis) 2 2

A d v a nc ed J ap an ese B (A n aly sis) 2 2

A d v a nc ed J ap an ese A (E xp ression ) 2 2

A d v a nc ed J ap an ese B (E x p ressio n) 2 2

A d v a nc ed J ap an ese A (C lassical) 2 2

A d v a nc ed J ap an ese B (C lassic al) 2 2

A d v a nc ed J ap an ese A (L exical) 2 2

A d v a nc ed J ap an ese B (L ex ic al) 2 2

A d v a nc ed J ap an ese A (C in em a) 2 2

A d v a nc ed J ap an ese B (C in em a) 2 2

J ap an ese S o ciety an d C u ltu re A 2 2

J ap an ese S o ciety an d C u ltu re B 2 2

J ap an ese T h ou g h t an d P h ilosop h y A 2 2

J ap an ese T h ou g h t an d P h ilosop h y B 2 2

J ap an ese C o m m u n ity an d C u ltu re A 2 2

J ap an ese C o m m u n ity an d C u ltu re B 2 2
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2.授業内容
(東広島キャンパス)
・レベノレ1

授業科 目 E lem entary Jap anese I A ・I B ・I C

担当教員 堀田 泰司 . 渡辺 久美

目 標 かな及び基本的な漢字の読み方 . 書き方、初歩的な文法を習得

させ る。

内 容 1.文字の導入 2.基本文型の導入

3.音読練習 4.口頭及び筆記による応用練習

テキス ト 「みんなの 日本語初級 I 本冊」 (ス リーエーネ ッ トワーク)

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

・レベノレ2

授業科 目 E lem entary Jap anese II A ・II B ・II C

担当教員 恒松 直美

目 標 初級後半 レベル の基礎的な語嚢 .文型 .表現を学習 し、併せて種々

の場面に応 じた実用的な 日本語表現能力 を習得 させ る。

内 容 第 1週一第 5 週

依頼表現、可能表現、継続 . 習慣の表現、理 由の表現、意志 . 予

定 の表現、完 了表現、 自動詞/ 他動詞、推 量表現、忠告 の表現、

命令 .禁止表現、テス ト(1)

第 6 週一第 10 週

時間表現、付帯状況 の表現、条件表現、 目的 . 目標の表現、状態

変化の表現、受身表現、形式名詞、理由 .原因の表現、疑問詞疑

間文、試行の表現、テス ト(2)

第 11 週一第 15 週

授受表現、 目的の表現、様態の表現、移動の表現、難易表現、伝

聞表現、使役表現、敬語、テス ト(3)

テキス ト 「みんなの 日本語初級 Ⅱ 本冊」 (ス リーエーネ ッ トワーク)

成績評価の方法 出席 .小テス ト.宿題 . 中間期末試験
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・レベノレ3

授業科 目 Interm ediate Japanese I A 蝣I B

担 当教員 石原 浮也

目 標 中級 レベルの長 い文章を読み、それが何 を伝えよ うとしたものであ

るかを確実に読み とる読解力 を身に付け、 さらにその内容 を的確に

言語表現できる能力 を養 うことを 目標 とす る。

内 容 その課 に出て くる文型、語桒等について解説 を加 えた後、長文 を

読み 内容 を理解 した うえで、長文の内容 についての質問に答 える。

適宜、 トピックに関連 した 日本文化 についての解説を加える。

第 1 週～第 7 週

新宿、工場見学、方言、思い出の人形 、日本間、青 と緑、テス ト

第 8 週～第 15 週

マ ンガ、志のままに、す し、河童 、寄席、睡眠、テス ト

テキス ト 「日本語 2nd ステ ップ」 (白帝社 )

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

授業科目 Interm ediate Japanese I C

担当教員 下村 真理子

目 標 音声教材を用いて、一定の長さの説明文や解説文の聞き取り能力を

養 うとともに、総合的な日本語能力を高める。

内 容 1 ) トピックに関するC D を聞いて質問に答え、内容を理解する。

2 ) スクリプ トを使用 した様々な練習をすることによって、総合的

な日本語力を身につける。

3 ) 内容について話 し合ったり、要約文を書いたりする。

テキスト 「新毎日の聞き取り5 0 日 vol.1」 (凡人社)

成績評価の方法 出席状況と平常点、および期末試験による総合評価。
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授業科 目 Interm ediate Jap anese I D ・I E

担 当教員 石原 淳也

目 標 中級 レベル の長 い文章を読み、それが何 を伝えよ うとしたものであ

るかを確 実に読み とる読解力 を身に付け、 さらにその内容を的確に

言語表現できる能力 を養 うことを 目標 とす る。

内 容 その課 に出て くる文型、語桒等について解説を加 えた後、長文を

読み 内容 を理解 した うえで、長文の内容 についての質問に答 える。

適宜、 トピックに関連 した 日本文化についての解説 を加える。

第 1 週～第 7 週

新宿、工場見学、方言、思い出の人形、日本間、青 と緑、テス ト

第 8 週～第 15 週

マ ンガ、志のままに、す し、河童 、寄席、睡眠、テス ト

テ キス ト 「日本語 2n d ステ ップ」 (白帝社 )

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

授業科 目 Interm ediate Jap anese I F

担当教員 下村 真理子

目 標 さまざまな形式の文章表現を耳から理解できるようになる。

内 容 各課ひとつのトピックスについての文章をテープを通 して聞き、そ

れについての質問に答えていく。文章は、各課ごとにの次第に長く

なっていくが、練習によって、理解 した事柄を口頭でも、筆記でも

答えられるようパターン学習する。

テキス ト 「毎日の聞き取り5 0 日 vol.2」 (凡人社)

成績評価の方法 出席状況と平常点、および期末試験による総合評価。
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・レベノレ4

授業科 目 Interm ediate Jap anese II A ・II B

担 当教員 田村 泰男

目 標 中級 レベルの文法 .語嚢 .表現 の定着を図るとともに長文読解

能力 を養成す る。

内 容 トピックに基づいて書かれた 日本語 中級学習者用の読解教材を読み

進み なが ら、中級 レベルの文型 .語嚢 .表現を学習 し、部分作文に

よって新出項 目の定着 を図る。授業では、特に次の語嚢 .表現の解

説を行 う。 なが ら、まい、わけだ、で も、ほ ど、な ら、ても、て く

る、て しま う、なが ら、よう、がる、 ことにす る/ なる、～ とか～

とか、てたまらない、ばか り、 ものだ、てみ る、 中、～ し～ し、か

もしれません、つ も り、くらい、なければな らない、まま、～か ら

～にか けて、 ものの、～や ら～や ら、につれて、～ば～ほ ど、 とし

て、によって、 ところ、に とって、はず、 さえ、 うち

テキス ト 「テーマ別 中級か ら学ぶ 日本語」 (研究社)

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

授業科 目 Interm ediate Jap anese II C

担 当教員 坂 田 光美

目 標 身近 な トピックによ り、 日本 に対す る理解 を深 めるとともに、多様

な場面や状況を理解 し、語嚢 を増やす。聞き取 りだけでな く、多角

的な練習によ り、総合的な 日本語の力 を伸ばす。

内 容 教材 を聴 く前に先ず、(1)イ ラス トによって、教材の内容 を概観す

る。(2)関連語嚢や、背景 となる知識 を導入す る。(3)教材 の内容に関

す る短い文章を読み、クイズに答 える。

教材 を聴いた後、(4)タスクに答 える。(5)話題 に関連 した補足説明 を

読み、知識 を深 める。(6)語嚢、表現の定着を図 るために、 口頭練習

を行 う。(7)音声言語 としての 日本語についての理解 を深める。

テキス ト 「毎 日の聞き取 りplus40 上」 (凡人社)

成績評価の方法 試験、出席、課題
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授業科 目 Interm ediate Japanese II D ・II E

担当教員 田村 泰男

目 標 中級 レベル の文法 .語嚢 .表現の定着を図 るとともに長文読解能力

を養成する。

内 容 トピックに基づいて書かれ た 日本語 中級学習者用の読解教材を読み

進みなが ら、中級 レベルの文型 . 語嚢 .表現を学習する。

授業では、特に次の語嚢 .表現の解説を行 う。

～ざるをえない、～ようになる、できるだ け～、～おかげで、

～のように、～よりもむ しろ～のほ うが、～ことだ、～のだ、

～ とはなしに～ していると、かえって～、せめて～た ら、

～す るやいなや、お / ご～、た とえ～ても、～ (と) している、

～がち、～た/ だ上で、～わけにはいかない、～ うちに、

～た途端、～かねない、～ とのことである、～にわたって、

～ とともに、まるで～よ うだ、～さ/ ～み / ～め

テキス ト 「日本語中級読解新版」 (アルク)

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

授業科 目 Interm ediate Japanese II F

担当教員 坂 田 光美

目 標 身近 な トピックにより、 日本に対す る理解を深 めるとともに、多様

な場面や状況を理解 し、語嚢 を増やす。聞き取 りだけでな く、多角

的な練習により、総合的な 日本語の力を伸ばす。

内 容 教材を聴 く前に先ず、(1)イラス トによって、教材 の内容 を概観す

る。 (2)関連語嚢や、背景となる知識を導入す る。 (3)教材の内容に関

す る短い文章を読み、クイズに答 える。

教材 を聴いた後、(4)タスクに答える。(5)話題 に関連 した補足説明 を

読み、知識 を深 める。 (6)語嚢、表現の定着 を図るために、 口頭練習

を行 う。(7)音声言語 としての 日本語についての理解 を深める。

テキス ト 「毎 日の聞き取 りplus40 下」 (凡人社)

成績評価の方法 試験、出席、課題
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・レベノレ5

授業科 目 A dvanced Japanese A (L istening)

担 当教員 深見 兼孝

目 標 現代 日本 のさま ざまな問題 を取 り上げた時事エ ッセイの聴解能力 を

養い、併せてそれに特有 の語嚢 . 表現 を学習す る。

内 容 次のような段階を踏んで、内容を理解する練習 を行 う。

後 にそれを文字化 したものを読み、理解を補 う。

1) キーワー ドの理解 と聞き取 り

2) 概要の把握

3) 細部の聞き取 り

さらに、重要語句の使い方について練習す る。

テ キス ト 市販 の中 .上級用教材 の一部 と付属のテープ。お よび担 当者の 自主

教材。

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題

授業科 目 A dvanced Japanese B (L istening)

担 当教員 深見 兼孝

目 標 ニュースの聴解能力を養い、併せてそれ に特有の語嚢 . 表現 を学習

す る。

内 容 ニュースを聞き、次 の段階を踏んでその内容を理解する練習を

行 う。また、スク リプ トの完成を行 うことに よって、漢字、語嚢、

表現の使い方を学習する。

1) キー ワー ドの理解 と聞き取 り

2) 概要の聞き取 り

3) 細部の聞き取 り

4) ディクテーシ ョン

テ キス ト 市販 の中 .上級用教材 の一部 と付属のテープ。お よび担 当者の 自主

教材。

成績評価の方法 出席 .試験 .宿題
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授業科 目 A dvanced Japanese A (A nalysis)

担当教員 中川 正弘

目 標 日本語で文章を綴ることに慣れ、自分たち外国人の日本語を日本人

の日本語と比較分析することで日本語の理解を深める0

内 容 自分の使 う日本語をはっきりと目に見える形にするために、毎週 日

本語作文を提出してもらう。その作文は自分の書いた文章と書き直

L が客観的に対照 しやすいようにワープロ編集をして返すので、自

分の日本語の問題点を考える0 授業ではそれらの日本語作文から間

違っている文、あるいは何か問題がある文を例に選び、時には何通

りもある書き直し方や関連するさまざまな文法、表現の例と比較 し

ながら、日本人の日本語がどのような感覚、心理、考え方を土台と

しているかを分析し、さまざまな文体的事象について解説 していく0

前期は日本語への翻訳、要約を多く扱 う0

テキス ト 用例のプリントを毎回配布する0

成績評価の方法 提出作文、テス ト

授業科 目 A dvanced Japanese B (A n alysis)

担当教員 中川 正弘

目 標 日本語で文章を綴ることに慣れ、自分たち外国人の日本語を日本人

の日本語と比較分析することで日本語の理解を深める0

内 容 自分の使う日本語をはっきりと目に見える形にするために、毎週

日本語作文を提出してもらう0 その作文は自分の書いた文章と書き

直しが客観的に対照しやすいようにワープロ編集をして返すので、

自分の日本語の問題点を考える0 授業ではそれ らの日本語作文から

間違っている文、あるいは何か問題がある文を例に選び、時には何

通りもある書き直 し方や関連するさまざまな文法、表現の例と比較

しながら、日本人の日本語がどのような感覚、心理、考え方を土台

としているかを分析し、さまざまな文体的事象について解説してい

く0 後期は報告文、説明文を多く扱 う0

テキス ト 用例のプリントを毎回配布する0

成績評価の方法 提出作文、テス ト
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授業科 目 A dvanced Japanese A (E xpression)

担当教員 浮 田 三郎

目 標 日本 の諺 を教材 にして、時には世界各国の諺 と対照比較 し、 日本語

的な表現法、比愉表現 の面白さ、 日本的な考え方、 日本の文化や風

土な どの理解を 目指す。

内 容 日本 の代表的な諺を、時には世界各国の諺 と対照比較 しなが ら、留

学生達の意見を発表 して もらい、デ ィスカ ッシ ョンす る。 日本語的

な表現法を学習 し、各 々の諺が持 っているテーマや特徴を、簡単な

クイズ形式の設問を用いて、考えてみ る機会 を与える。

テーマ別には、以下に掲げる通 りである。

1.諺の表現法 2.親 と子 3.夫婦 4.恋愛

5.油断 と用心 6.欲 7.酒 8.友 9.秘密

テキス ト 自主教材 、金子武雄 『日本の諺』 1 9 8 2 年 ) 等

成績評価 の方法 授業への出席状況 とレポー トによって評価す る。

授業科 目 A dvanced Japanese B (E xpression)

担当教員 浮 田 三郎

目 標 日本 の諺 を教材 にして、時には世界各国の諺 と対照比較 し、 日本語

的な表現法、比愉表現 の面白さ、 日本的な考え方、 日本の文化や風

土な どの理解を 目指す。

内 容 日本の代表的な諺を、時には世界各 国の諺 と対照比較 しなが ら、

留学生達の意見 を発表 してもらい、ディスカ ッションす る。 日本語

的な表現法 を学習 し、各々の諺が持 ってい るテーマや特徴 を、簡単

なクイズ形式の設問を用いて、考えてみる機会 を与える。テーマ別

には、以下に掲げる通 りである。

1.睡眠 2.病気 3.生死 4.季節 5.天候

6.学者 7.教育 8.義理 9.動物 と比愉

テキス ト 自主教材 、金子武雄 『日本の諺』 1 9 8 2 年 ) 等

成績評価 の方法 授業への出席状況 とレポー トによって評価す る。
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授業科 目 A dvanced Japanese A (C lassical)

担当教員 多和田 哀一郎

目 標 「日本語古文」基礎を学習する。

日本語古文読解のための基本的知識を身につける。

内 容 現代 日本語 との関連を考慮に入れながら、日本語古文を理解するた

めの基礎力を養 う。合わせて、研究のための資料として古文書を扱

う際の心得についても考える。

(内容)

現代語 と古典語、古典語文法基礎、十九世紀の日本語の例、

十八世紀の日本語の例、十七世紀の日本語の例、漢文の基礎等

テキス ト 自主教材 (プリント配布)

成績評価の方法 出席、試験

授業科 目 A dvanced Japanese B (C lassical)

担当教員 多和田 哀一郎

目 標 日本語古文特別演習 A を踏まえ、「日本語古文」の応用学習を

する。 日本語古文読解のための応用的知識を身につける。

内 容 日本語古文読解ための応用力を養 う。合わせて、研究のための資料

として古文書を扱う際の問題点についても考える。

(内容)

現代語 と古典語、古典語文法、十九世紀の日本語の読解、

十八世紀の日本 語の読解、十七世紀の日本語の読解、

漢文の読解等

テキス ト 自主教材 (プリント配布)

成績評価の方法 出席、試験
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授業科 目 A dvanced Japanese A (L exical)

担 当教員 田村 泰男

目 標 常用漢字に採択 されている漢字の訓読みや慣用句、擬音語 . 擬態語

を学習することによって、よ り自然 な日本語表現能力の習得 を目指

す。

内 容 1.漢字の訓読み

2. 同訓異字

3l各種比愉表現

4.身体語嚢 を使 った慣用句

5.動植物の語嚢 を使 った慣用句

6.擬音語 .擬態語

テキス ト プ リン トを配布する。

成績評価の方法 テス ト、出席、宿題

授業科 目 A dvanced Japanese B (L exical)

担 当教員 田村 泰男

目 標 慣用的な読み方をす る漢字や類義語、接頭辞 .接尾辞な どを学習す

ることによって、 日本語での表現能力を高め るとともに、各種類意

表現のもつ意味上の微妙な違いについての理解 をはかる。

内 容 1.特別な読み方をす る漢字

2.送 り仮名によって読み方の違 う漢字

3.読み方が二通 りある漢字熟語

4.国字 5.畳語 6.類義語 .類意表現

7.若者語 8.外来語 9.接頭辞 .接尾辞

テキス ト プ リン トを配布する。

成績評価の方法 テス ト、出席、宿題
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授業科 目 A dvanced Japanese A (C inem a)

担 当教員 石原 淳也

目 標 日本映画 . アニメーシ ョンを見てい く中で、 1) 日本語の音声に関す

る解説および聞き取 り練習を行 うこと、2)セ リフに出て くる語 の用

紘 .意味の解説を通 じて語嚢を増やす こと、3)映画の中で出演者が

なぜそのよ うに振 る舞 うか とい うことを通 じて 日本人の考え方を理

解す ること、4)映画の中で扱われ るエピソー ドを通 じて 日本の文化

を知 ることを目標 とする。

内 容 第 1週 l第 9 週

「金融腐食列島」 を最後まで見た後、 もう一度最初から少 しずつ

音声、語嚢、行動等について質問、解説 を行 う。

第 10 週l第 15 週

「うる星やつ ら」を見た後、 もう一度最初から少 しずつ音声、

語嚢、行動等について質問、解説を行 う。

テキス ト 必要に応 じプ リン トを配布。

成績評価の方法 出席 .授業態度 . レポー ト

授業科 目 A dvanced Japanese B (C inem a)

担 当教員 石原 浮也

目 標 日本映画 . アニメー ションを見てい く中で、

1)日本語の音声に関す る解説お よび聞き取 り練習を行 うこと

2)セ リフに出て くる語の用法 .意味の解説 を通 じて語嚢 を増やす

こと

3)映画の中で出演者がなぜそのよ うに振る舞 うか とい うことを通 じ

て 日本人の考え方を理解す ること

4)映画の中で扱われ るエ ピソー ドを通 じて 日本 の文化 を知 ることを

目標 とす る。

内 容 映画 . アニメーシ ョンを見た後、も う一度最初か ら少 しずつ音声、

語嚢、行動等について質問、解説 を行 う。

テキス ト 必要に応 じプ リン トを配布。

成績評価の方法 出席 .授業態度 . レポー ト
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・日本事情

授 業 科 目 J ap an ese S o ciety an d C u ltu re A

担 当教 員 中 失 礼 美

目 標 こ の授 業 の 目標 は 、 現 代 日本 に お け る 特 徴 的 な 社 会 現 象 あ る い は 間

題 を と りあ げ 、 社 会 学 、 生 命 倫 理 学 、 教 育 学 の 視 点 か ら読 み 解 き 、

日本 の 社 会 と 文 化 に 対 す る認 識 を よ り深 め る こ とで あ る。

内 容 1. 2 . 若 者 の ラ イ フ ス タ イ ル と職 業 意 識

3 . 4 . 日本 にお け る 「中 流 階 級 文 化 」

5 . 6 . ジ ェ ン ダ ー フ リー 7 . 試 験

8 . 9 . 生 命 倫 理 10 . l l. 12 . 現 代 家 族 の 様 相

13 . 14 . 現 代 の 教 育 課 題 と教 育 改 革 15. 試 験 .

テ キ ス ト テ キ ス トは 特 に な し。 毎 回 の授 業 テ ー マ に 沿 っ た 資 料 を コ ピ ー して

配 布 す る。

成 績 評 価 の 方 法 出 席 50 % 、試 験 50 %

授 業 科 目 J ap an ese S o ciety an d C u ltu re B

担 当教 員 中 失 礼 美

目 標 こ の 授 業 の 目標 は 、 現 代 日本 に お け る 特 徴 的 な社 会 現 象 あ る い は

問 題 を と りあ げ 、 社 会 学 、 教 育 学 、 人 類 学 の 視 点 か ら読 み 解 き 、

日本 の 社 会 と 文 化 に 対 す る認 識 を よ り深 め る こ とで あ る。

内 容 1. 2 . メ デ ィ ア と は何 か

3 . 4 . サ ブ カ ル チ ャ ー とは 何 か

5 . 6 . 少 年 犯 罪

7 . 試 験

8 . 9 . 男 性 学 と女 性 学

10 . ll . 教 育 問 題 - 不 登 校 . 学 級 崩 壊

12 . 13 . 14 . 観 光 人 類 学 - 観 光 の しか け . 観 光 が 作 り出 す 文 化

15 . 試 験

テ キ ス ト テ キ ス トは 特 に な し。 毎 回 の授 業 テ ー マ に 沿 っ た 資 料 を コ ピ ー して

配 布 す る。

成 績 評 価 の 方 法 出 席 50 % 、試 験 50 %
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授業科 目 Jap anese T hought and Philosophy A

担当教員 橋本 敬司

目 標 日本 の思想 .哲学を歴史的あるいは現代的に考察す ることにより、

学習者各 自が 日本 と日本人を発見す るとともに自らの思想 を形成 し

てい くこと。

内 容 方丈記、平家物語な どのテキス トを読み、歴史的に 日本 人の思想 .

哲学を支える無常観 .死生観 .美意識な どについて考察す る。

テキス ト 随時 コピーを配布す る。

成績評価 の方法 出席 とレポー ト

授業科 目 Jap anese T hought and Philosophy B

担当教員 橋本 敬司

目 標 日本 の思想 .哲学を歴史的あるいは現代的に考察す ることにより、

学習者各 自が 日本 と日本人を発見す るとともに自らの思想 を形成

していくこと。

内 容 「日本の思想 .哲学 A 」の学習をもとに、現代の病理 として生 じた

事件を取 り上げ、その裏に潜む 日本人の思想 .哲学について考察

す る。

テキス ト 随時 コピーを配布す る。

成績評価 の方法 出席 とレポー ト
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授業科 目 Japanese C om m unity and C ulture A

担 当教員 玉岡 賀津雄

目 標 日本の地域 と文化を理解すること。

内 容 広島大学の留学生 を対象に , 日本の地域 と文化 を紹介す る。地域 の

文化遺産 , 風土, 人々の生活 を探 ってい く。授業では, ビデオ,

D V D などを使 って , 実際の映像か ら日本の地域や文化 を広 く理解

する。また, ゲス トを招いて, さまざまな地域 の紹介や討論 を行

う。地域 と文化 A では, 日本 の南の地域 (東京から南)を中心に紹介

す る。

テキス ト 特にな し

成績評価の方法 日々の授業への出席 と活発な参加 .短い事例報告 . 短い発表。

授業科 目 Japanese C om m unity and C ulture B

担 当教員 玉岡 賀津雄

目 標 日本の地域 と文化を理解すること。

内 容 地域 と文化 A と引き続 き, 広 島大学の留学生を対象に, 日本の地域

と文化を紹介する。地域の文化遺産 , 風土 , 人々の生活 を探 ってい

く。授業では, ビデオ , D V D な どを使って , 実際の映像から日本

の地域や 文化を広 く理解す る。また, ゲス トを招いて, さまざま

な地域の紹介や討論を行 う。地域 と文化 B では, 日本 の北の地域

(東京よ り北 )を中心に紹介す る。

テキス ト 特にな し。

成績評価の方法 日々の授業への出席 と活発な参加 .短い事例報告 . 短い発表。
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第22期(2006‥-2007)

日本語・日本文化研修プログラム

石原淳也

<プログラム概要>

本プログラムは、本留学生センターで受け入れる大使館推薦による「日本語・日本文化

研修プログラム」研修留学生を中心に、部局間協定に基づき教育学部で受け入れられてい

る「日本語・日本文化研修プログラム」研修留学生を対象に加え、留学生センターの四人

の教員からなる「日本語・日本文化研修プログラム実施委員会」により運営されている。

また、本プログラムは(1)全学の留学生向けの「日本語・日本事情」で開設されているク

ラスから選択履修する「日本語研修」、 (2)学内外の講師による特別講義および文化施設・

文化財等の見学などからなる「日本語・日本文化特別研究I,II」、そして(3)指導教官の

もとでの「個別指導および課題研究」の三つの内容により構成されている。

研修生は「個別指導および課題研究」での研究経過を「日本語・日本文化特別研究I, II」

の時間中に構想発表および中間発表として発表するとともに、修了式の前に行われる研修

成果発表会においてその研究の成果を発表し、指導教官と留学生センターにレポートを提

出する。留学生センターでは毎年これらをまとめて研修レポート集として刊行している。

<受け入れ学生の概要>

第22期の研修留学生の出身国、男女比の構成は次の通りであった(括弧内は、うち部局

間協定に基づく教育学部受け入れ人数。)0

男子1女子9 1

出身国

インド2、中国1、香港3、ベトナム1、モンゴル1、ニュージーランド1 (1
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<特別講義等>

18年度(第22期)日本語・日本文化特別研究、および、その他の行事は、以下の通り

である。

2006年度後期(第22期前半)　日本語・日本文化研修プログラム(特別研究0

10月

10(火)　開講式

オリエンテーション

13 (金)　特別講義「コンピュータ利用」

20(金)　広島見学1 (広島城・平和公園)

27 (金)　特別講義「音声学」

29(目)　留学生ミカン狩り

3 (金)　休み(文化の日)

10(金)　広島見学2(現代美術館ほか)

17 (金)　特別講義「現代日本語の語嚢」

24(金)　宮島見学

11月

12月

1月

2月

3月

石原

中川

中川

石原

石原

1 (金)　特別講義「日本人にとっての平和」　　　　松尾(浮田)

8 (金)　特別講義「日本の考古学」

15 (金)　西条酒造会社見学

22 (金)　冬休み

12(金)　特別講義「日本語と文体」

20-21 (土一日)江田島国際交流キャンプ

26(金)　福山見学

2 (金)　特別講義「俳句入門」

30-31 (金一土)瀬戸内海しまなみ研修ツアー
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2007年度前期(第22期後半)　日本語・日本文化研修プログラム(特別研究Il)

4月

13 (金)　オリエンテーション2

20 (金)　尾道見学

27 (金)　研修レポート構想発表

4 (金)　休日

ll (金)　特別講義「平和国家日本」

18 (金)　特別講義「文化比較の視点」

25(金)　特別講義「日本の農業」

1 (金)　特別講義「沖縄のことば」

8 (金)　特別講義「日本の教育」

15(金)　呉市・下蒲刈島見学

5月

6月

7月

9月

中園(浮田)

浮田

マハラジャン(浮田)

22 (金)　特別講義「日本社会とジェンダー」　　　　　恒松

29 (金)　サタケ見学

6 (金)　マツダ見学

7 (土)　ホームステイ協会交流会

13 (金)　研修レポート中間発表

20(金)　特別講義「日本の考古学」

27 (金)　松江・出雲見学旅行

3 (月)　レポート提出締め切り

6 (木)　修了式、研修レポート発表会
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第8期　平成19年度(2007年度)

広島大学日韓共同理工系学部留学生事業入学前予備教育

i' -∴.'"LL

平成10年10月の「日韓共同宣言」、平成12年8月に文部省より通

知のあった「日韓共同理工系学部留学生事業実施要項」、同年8月に決

定された「広島大学日韓理工系学部留学生事業」実施要項および「広

島大学日韓理工系学部留学生事業」入学前予備教育実施要項に基づき、

平成12年11月より広島大学においても学部入学前予備教育生に対す

る「広島大学日韓理工系学部留学生事業」の予備教育が開始された。

以来、平成15年度まで各5名ずつ、平成16年度は2名、 17年度5名、

18年度4名、そして本年19年度は5名の受け入れとなった。

留学生センターは同事業の立ち上げ段階である平成12年6月の「広

島大学日韓共同理工系学部留学生事業」ワーキンググループ(国際交

流委員会の下に設置され、同年8月「広島大学日韓理工系学部留学生

事業」実施部会となる。)の発足段階から同事業の予備教育実施機関と

して中心的な役割を果たしてきた(平成12年度、 13年度の経緯につい

ては多和田教授による「広島大学日韓理工系学部留学生事業発足前後」

『広島大学留学生教育第6号』を参照。)が、法人化による国際交流委

員会の廃止で、平成16年度より「広島大学日韓理工系学部留学生事業」

実施部会は留学生センター運営委員会のもとに組織されることとなり、

本事業に対する留学生センターの関与はより大きくなってきている。

本事業において留学生センターは

1. 「広島大学日韓共同理工系学部留学生事業」実施部会-の参加

2. 「広島大学日韓共同理工系学部留学生事業」予備教育の実施

3.学部入学前予備教育生に対する修学上・生活上の指導・助言(セン

ターの部会委員は予備教育期間中指導教員となる)

4. 「広島大学日韓共同理工系学部留学生事業」予備教育の計画策定
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5.見学引率

6.日本語教育謝金講師の指導・サポート

7.その他謝金講師のサポート

8.予備教育講師謝金等経費の管理

9.学生チューターの指導

等の業務を行っている。

予備教育について

平成15年度までは、入学前予備教育において、日韓共同理工系学部留

学生用に特別の日本語教育を開講していたが、平成16年度からは全学

の留学生に向け開講されている「日本語・日本事情」のレベル3　とレ

ベル4を週当たり計6コマ(12時間)履修させることとなった。また、

この変更に伴い、学生の日本語能力の差にきめ細かく目配りできるよ

う、 17年度より、本予備教育生用に日本語会話、日本語作文を各1コマ

開設することとした。また、本年度も生物系の学科-進学する可能性

のある者がいるため、昨年度に引き続き生物のクラスを開設すること

とした。なお、本19年度における予備教育科目および週当たり時間数

は以下の通りである。

月 火 水 木 金

1
生物 化学 2 物理 1 日本語会話
福島 山田 村高 坂田

2
日本語 L4 日本語 L3 数学 2 日本語 L4 文化論
田村 渡辺 千々和 坂田 坂田

3
日本語 L3 物理 2 日本語 L4 日本語 L3 日本語作文
下村 鍵山 山中 if Fn 坂田

4
数学 1 化学 1 英語
ff ^ 近藤 石原
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07年度日韓共同理工系学部留学生

主な行事

期 間 行 事 等 見 学 (金 曜 )

W 0 10/1-10/7 4 渡 目、 5 諸手 続

W 1 10/8-10/14

8 体 育 の 目

9 オ リエ ンテ ー シ ョ

ン、 開 講 式

10 授 業 開 始

W 2 10/15-10 /2 1 広 島 城 、 平 和 公 園 見 学

W 3 10/22 -10 /2 8 留 学 生 ミカ ン狩 り

W 4 10/29 -ll/4 3 文 化 の 目

W 5 l l/5-l l/ll

W 6 l l/12 -ll/18

W 7 l l/19 -ll/2 5 23 勤 労 感 謝 の 目

¥v s l l/2 6-12 /2 宮 島 見 学

W 9 12/3-12/9

W 10 12/10 -12 /16

W ll 12/17 -12 /2 3 23 天 皇 誕 生 日

冬 休 み (12/23 -1/6

W 12 1/7 -1/13

W 13 1/14-1/2 0 14 成 人 の 目 19 -20 江 田島 キ ャン プ

W 14 1/2 1-1/2 7

W 15 1/2 8-2 /3

W 16 2 /4 -2/10 5 修 了式

W 17 2 /12-2 /18 11 建 国 記 念 日 しま な み 研修 旅行
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平成19年度　指導部門活動報告

中失礼美(留学生センター・指導部門・准教授)

0.年間計画に基づく全体的な活動報告と来年度の改善点について

指導部門では、平成19年度の活動計画をもとに、以下のような活動を実施した。

○学内外の相談窓口について留学生に広く周知し,支援活動を行う際には適宜連携を

図った。

○　日本の文化・社会に適応できるように,留学生が直面する問題について,制度・法律の

側面からの研究を行い、支援活動に役立てた。

○国際交流ボランティアの充実を図るためにオリエンテーションを3回開催した。ボラ

ンティアの活用を量的・質的に高めるために,活動報告を求め,改善に努めた。

○チューター活動をより改善するために毎月活動記録簿を記載し、留学生と指導教員のサ

インを受けて提出してもらい、フォローした。

○アメリカ,ドイツ,オーストラリア,トルコ,韓国,中国などの大学等との共同研究を

行い,国際的な学術ネットワークを広げた。

○留学生支援調査を前期1回行い、その成果を教職員に公表することで、現状の把握と

情報の共有を図った。

以上の活動状況を踏まえ、平成20年度以降は、以下事項について改善を計画している。

○留学生指導に関係する教職員による集会(留学生相談協議会)を開催し、今後の留学生

支援体制について議論を行い、意識と情報の共有化と向上を目指す0

○国際交流関係のクラブ活動を把握し、日本人学生と留学生のネットワークについて把握

し、相互支援を目指す。

○広島大学の今後の留学生支援体制、留学生センターの役割・機能のあり方、それを達成

しうる体制について議論すべく、全国の元留学生センターの改組状況およびその効果と

課題についで情報収集を行う。

○留学生の就職支援を推進すべく、学内外の情報収集を行い、留学生に情報を広める。具

体的には、卒業後日本で就職することに成功し、活躍している元広島大学留学生を招き、

講演会を開くとともに、留学生のキャリア教育を行う。

○国際交流会を開催し、留学生、日本人学生、教職員の間の情報交換を行い、学生らによ

る自主的な活動ができるよう、基盤作りを行う。
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1.主な行事報告・活動報告

1.1オリエンテーションおよび行事

(前期)

4月6日(金)午後1時半より午後3時まで国際交流会館の生活オリエンテーション

4月7日(土)午前10時から午後4時半までオリエンテーション・バスツアー

4月9日(月)午後4時から午後6時半まで全学のオリエンテーション

4月12日(木)午後2時35分から午後4時5分まで図書館施設一般に関するオリエン

テーション

4月19日(木)午後2時35分から午後4時5分までホームページおよび文献検索に関

するオリエンテーション

(後期)

10月5日(金)午後1時半より午後3時まで国際交流会館生活オリエンテーション

10月6日(土)午前10時から午後4時半まで新入生のためのオリエンテーション・バ

スツアー

10月9日(火)午後4時から午後6時半まで全学の新入留学生のためのオリエンテー

ション′

10月11日(木)午後2時35分から午後4時5分まで図書館施設一般に関するオリエ

ンテーション

10月18日(木)午後2時35分から午後4時5分までホームページおよび文献検索に関

するオリエンテーション

10月20日(土)午前10時から午前11時　国際交流会館の消防訓練

1.2　相談業務

留学生からの相談は、留学生一人につき複数回来室することが多く、また同時に多岐に

わたる問題を抱えて相談にくるため、正確な相談訪問人数の提示は難しい。また、 19年度

は報告者による病気休暇のため、正確な数値を出すことが困難である。そこで、本報告で

は、記録に残っているものを分類し、要約して報とする。

○内面的な悩み:努力しても、言語の壁によって好成績がとれないこと-の不安・焦り

からくる学業・大学不適応現象-臨床心理士による対応を中心として克服の支援を行

った。

○　日本語学習における問題:日本語学習ニーズと大学提供のプログラムとのずれ。留

学生センターでは日本語習得レベルに応じたきめ細かな日本語学習プログラムを用

意しているものの、留学生は日常会話、レポート作成、ビジネス日本語学習機会を

求めているものが少なからず存在する。

-学外のクラスの紹介や日本人学生ボランティアを紹介した。

○研究室・友人関係の問題:忙しい日本人学生が多く、遊び相手がみつからない。

研究室におけるいわれのないいじめ・暴力・指導教官による非介入に対する失望。
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○　導教官との関係の問題:セクシャルハラスメント・アカデミックハラスメント(研

究内容についての意見の歯噛吾による指導不足・疎外感)0

-学内のハラスメント相談室の紹介。

○経済問題:入学金免除、授業料免除、奨学金の授与、学生宿舎-の入居すべてに該当

せず、苦しい状態での勉学の続行の難しさ。恵まれている学生はよりよい条件・環

境が整えられており、恵まれていない学生は、一切の援助のない状態ということ-

の不平・不満。

-、採用件数の少なさと合格の難しさ、文書化されている選考基準を丁寧に説明し

それでも納得のいかない場合は、本部での情報公開を勧めた。ただ、国際交流会館

の入居選考手続きについては、要検討であろう。また、受け入れ指導教官による安

易な私費留学生受け入れの態度の改め、留学生同士のうわさをとめる方法を探る必

要がある。

○住居問題:敷金返金の際の金額の低さに対する苦情。入居時の巨額に対する苦情0

-日本の住居に関する問題の説明。今後は、地域の不動産とその不動産を活用する留

学生双方に対する調査と対応が必要であろう。

2. 2007年前期の広島大学留学生支援調査「満足度指標」の結果報告

2, 1調査対象および回答者の属性

広島大学留学生課より入手したリストに従って, 2007年5月1日の現在で広島大学

に登録した留学生755名全員に質問紙を配布した。この内,質問紙に回答したのは266

名で,有効回答率は35。 23%であった。これらの回答者の学籍は,大学院生が182名

(68.　　学部生が30名(ll.　　研究生が45名(16.　　その他が7名(2.　であっ

た。 1名(0.4%)の留学生は記述がなかった。出身国・地域は,中国が132名(49.i

韓国が16名(6.i　　台湾が15名(5j　　マレイシアが8名(3.'　インドネシアが

14名(5.　その他が80名(30.1%)で,末記入1名(0.4%)であった。また,女性が142

名(53.　で,男性は, 122名(45.　であった。末記入が1名(0.4%)であった。また,

私費の留学生が153名(57.　国費の留学生が105名y。u,'で,末記入が8名(3.'

であった。また,理系が107名(40.2%),文系が140名(52.　その他が6名(2.

末記入が13名(4.　であった。回答した留学生の平均年齢は, 28歳10カ月で,標準

偏差は5歳1カ月であった。最も若い留学生は, 19歳で,最も年長は52歳であった。

また,広島大学での在籍年数は,平均が1年7ケ月で,標準偏差が1年3ケ月であっ

た。もっとも長いのは, 6年という回答者がいた。また,短いのは0ケ月(広島大学に

来たところ)であった。
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2.2　質問紙の内容

質問紙には,留学生の属性として,性別,年齢,出身国・地域,学籍,所属,私費・

公費,専門,在籍年数,使用言語などを記入する欄を設けた。質問は,留学生が不満

を抱きそうな項目について8種類に絞って, 「全くそう思わない」が-2点, 「そう思わ

ない」が-1点, 「どちらとも言えない」が0点, 「そう思う」が1点, 「とてもそう思

う」が2点で集計した。この配点であれば,マイナスが不満で,プラスが満足を示すの

で,分かりやすい。また,総合的に判断して,広島大学での学習と生活および大学の

授業や研究に満足しているかどうかを同様に判断してもらった。したがって,満足度

指標の全体では10種類の質問項目である。

2.3　手続き

各留学生の名前を記入した封筒に,質問紙と学内便による返信用の封筒を入れて,

留学生の管理部局から配布していただいた。また,各管理部局には,質問紙の回答箱

を用意して,入れられるようにした。さらに,返信用の封筒の表に留学生センター長

および指導部門教員の名前が印刷されていたので,学内便でも返送が可能であった。

2. 4　論文および指導教官との会話での使用言語

今回の調査では,もう少し詳しく回答者の属性を聞いた。まず,使用言語について

は,論文で使用する言語は,日本語が146名で　54.9%,英語が109名で41.0%であ

った。その他の回答は8名で,回答しなかった者が3名であった。回答者からみると,

2006年までは,英語で論文を書く留学生が多かったのが,今回の調査では日本語で書

く留学生が多くなっている。また,指導教官との会話では,日本語を使用する留学生

が180名で67.7%,英語が80名で30. 1%となった。その他および末記入が6名(2.

であった。論文の場合と同様に,日本語でコミュニケーションを取るという留学生が

多数を占めた。

2. 5　満足度指標および総合的満足度指標の概要

10種類の質問について, -2点から2点までの連続変数であると仮定して,平均,

標準偏差を算出した。得点は,表1に示したとおりである。すべての満足度指標にお

いて,マイナスはなかった。全体的にみて,留学生が広島大学での学習,研究,生活

に満足していることを示している。八つの満足度指標のうち,プラスで1点以上にな

った満足度使指標は, 「指導教員の研究に対する指導」と「大学図書館の利用」である。

もっとも低かったのは「授業の内容の理解」で,やはり日本語の問題などもあるのか
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満足度が低い。総合満足度指標として,学術指標である「授業と研究に対する総合的

満足」が1以上であったのは,この学術面での努力の成果が認められているのではな

かろうか。

2.6　パーセントで示した総合満足度

学術および生活の総合満足度をパーセントで示してみる。 「満足している」かどうか

について, 「そう思う」あるいは「とてもそう思う」と回答した人数を合わせて,有効

回答者数で割った数値を満足度とする。その結果,学術面での総合満足度は,有効回

答者数が266名で,上記の人数が218名であるので　81.95%の満足度という計算にな

る。また,生活面でも同様な計算をすると,有効回答者数266名に対して203名であ

り, 76.32%の満足度である。両方合わせた平均の満足度は　79.　であった。さらに,

「不満」であると回答していない人数ということで計算すると,授業・研究-の満足

度が, 254名で95.　となり,さらに,日常生活-の満足度は247名で　92.　とな

る。両方合わせた平均は　94.　である。極めて高い満足度である。

表1 2007年前期の満足度指標の平均と標準偏差

#　　　　　　　満足度指標　　　　　　　有効回答数　　満足度　　標準偏差

1指導観月の研究に珂する指導　　　　　　266　　　1.42　　　　0.90
コ留宇生の研究に関する知識

]研究室の人達の助言
4力・1]キュラムの適切、性

5授業の内容の理箆等

266　　　　　0.54　　　　1.06

266　　　　　0.70　　　　1.26

266　　　　　0.62　　　　1.05

266　　　　　0.50　　　　1.06

6大字回書棺の利月　　　　　　　　　　　　266　　　1.0呂　　　　口.呂呂

7日本での生糟を楽しんでいる　　　　　　266　　　　0.97　　　1.01
呂留学生センターの情報提供　　　　　　　266　　　　0.6呂　　　1.02

#　　　　　拙甘満足度指標　　　　　有効`回等数　　満足度　　標準偏差
9提業と研究に対する組合的満足　　　　266　　　1.02　　　　0.呂6

10日常生糟に珂する組合的満足　　　　　　266　　　　0.91　　　0.92

産: 1から10までの満足度指標は, 2か昌一2までの変数である.
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3.各種行事プログラム

3. 1広島大学国際交流懇親会

目時:平成19年11月19日(月) Date:Monday,November19th,2007

時間:午後6時から8時まで　　Time: 18:00-20:00

場所:ホテルグラングィア広島4階悠久

Place: The Yukyu, 4　Floor, Hotel Granvia Hiroshima

(Next to the JR. Hiroshima Station)

<アトラクション　Performances>

1　日本(Japan)

広島大学大道芸サークル「遊技団」は, 2001年7月12日に結成されました.大道芸を楽しむこと

を目的に活動し,その楽しさをみなで分かち合っています.毎週,練習を行い,そこで鍛えた技は大

学祭で披露するほか,病院,学校,町のイベントなどで披露して皆さんに喜んでいただいています.

2ウイグル,中国(ShinkiangUighur, China)

アブドゲニさん,ルケヤさん,デリバルさんの3名がウイグルの踊りを披露してくれます.ウイグ

ルはトルコ系の民族で,中国の新蜜ウイグル自治区で暮らしています.ウイグル族には12ムカーム

と呼ばれる宝があります.ムカームとう言葉は偉大なる歌舞・音楽とう言う意味です. 「ウイグル人

がいるところに12ムカームがある.ウイグルの子は,歩けるようになると踊り,喋るようになると

歌う」と昔から言われており,ウイグル族の生活から歌と踊りは切り離すことができないものです.

3.ミャンマー(Myanmar)

ミャンマーからのIDECの留学生のアイェ・エイ・エイ・ニェインさん,オンマ・アイェ,サン・

サン・ヒッウェイさんが伝統的な「良い新年」というミャンマーの踊りを披露してくれます.新年は,

ミャンマー歴では4月13日から16日になる)の「水の祭」の時に,これが踊られます.滴る水は,

去年の嬢をはらってくれると信じられています.

4.ウズベキスタン町zbekistan)

ウズベキスタンからの留学生のローザさんとゼビニソさんが…Duppi tiktim"というダンスを披露し

てくれます. Duppiとはウズベキスタンの民族的な帽子です. Duppiの種類は100以上もあり,この

ダンスで2つの種類をご覧いただきます.ウズベキスタンの女性は結婚まで民族的な帽子とスザニを

縫う習慣があります.一人で縫うのは大変なので,友達と集めて歌いながら協力して作ります.もう

一曲は'"Yor-Yor"という結婚式の音楽です.

5.マレーシア(Malaysia)

マザリザさんとその友達が, Joget Malaysiaという歌とダンスを披露してくださいます.この歌

は,マレーシアについてのカップルの会話形式になっています. Jogetを歌ってくれます.

6.中国とインドネシア(ChinaandIndonesia)
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2人のITUSAプログラムの交換留学生がピアノを演奏してくれます.まず,中国から来ている

HanXiaoRonsさんは,中国の曲で「牧童短笛」を,インドネシアから来ているMirantiputiAisyahさ

んは, Bengawan Soloを演奏してくださいます.

7.バングラディシュ(Bangladeshi)

バングラディシュからの留学生レベッカさんのお嬢さんがバングラディシュの伝統的な踊りを

披露してくださいます.その後で,バングラディシュのファッションショーが続きます.

8.ロシアとベラルーシ(RussiaandBelarus)

ロシアからの留学生であるアンドレ・カルギンさんとベラルーシからの留学生のセディニナ・ハナ

さんが2曲歌を披露してくださいます.はじめは, theFirstSnowで,その年の初めての雪で, 2人が

人生で初めて恋に落ちるという愛の歌です.次に, StrayedSummerで,この歌は,夏に出会った2人

が,この幸せな夏が永遠に続くように願うという歌です.

9.日本と韓国(JapanandKorea)

HUSAプログラムの恒松先生が,韓国からの留学生で, IDECの院生であるHyeon Jeong Jeonさん

のピアノ伴奏とやはりIDACの院生である太晴伸さんのマラカス伴奏で2曲演奏します. 1曲は,Billy

JoelのHonestyで,もう1曲は映画DreamGirlsからBeyonceのListenです.
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3.2　江田島青年の家　国際交流キャンプ　プログラム

趣　　　旨

主　　　催

共　　　催

期　　　日

会　　　場

対象・人数

指　導　者

日　　程

各国の青年たちが,人と人との相互の交流を通し,様々な文化に触れ,異文
化を認め尊重し合う態度を身につけます。
また,英会話などのLuI界各国の言柴にふれる絶好のチャンスです。

独立行政法人国立青少年教育振興機構　国立江田島青少年交流の家

国立大学法人　広島大学

平成20年1月19日(土　-20日(目) 1泊2日

国立江田島青少年交流の家

国際交流に関心のある青年(高校生以上)等　　5 0名

Hiroshima University ISC Professor Dr. Katsuo Tamaoka

元江田島市教育委員会　　　国際交流員　　Mr. Nathan Duckworth
国立江田島青少年交流の家職員等

1

2:30 13 :15 4:0 0 5:00 7:0 0 7:30 9:30 2 :00 22:30

受 開講式 アイスプレ フィールドワーク 夕 宿舎移動 レクリエーシ∃ 自 就 就

月 付 オリエンテー

ション

イク 『 江田島探検 』 ベ

の

A iS

夕食

ン 由 痩

準

痩

20

日

(土 )

.グループで , 交流 の家周辺

(山 ,海岸等)を探検します

隻

い

.レ9 lJエl シ∃ン

を楽 しむ 中で交

流を図ります0

備

1

7:10 7:50 8:20 9:00 2 :00 3 :00 3 :30

起床 SPffl 朝食 身 グループワーク 昼 iH ふりかえり.まとめ 閉 解 散

月
身辺

整理

集い 辺 『 お互いのことを 食 所 .グループでの活動を交 請

2 1

日
清掃

整

理

もつと知ろう ! 』

.グループ毎に協力して活動

点

検

流し合います 式

B > 休

級

参 )州者数 な どに より, 内容 を変史す る場合が あ ります 0

参加費　　2, 000円(内訳-食費1, 600円,シーツ代160円,保険料100円,雑費140円)

携行品　動きやすい服装,運動靴,ジャージ(長ズボン) ,着替え,洗面用具(※浴室には固形石
鹸のみあります),筆記用具,保険証等(コピーPf) ,その他必要なもの

申込方法(丑名前(ふりがな) ②性別　③生年月日・年齢　④郵便番号・住所　⑤職業・学校名
⑥電話番号(差し支えなければ携帯電話番弓-もお願いします) ⑦送迎バスの利用の有無(港名)
⑧保護者名(高校生の方)

申　込先　　〒737-2126　広島県江田島市江田島町津久茂1-1-1
国立江田島青少年交流の家「国際交流キャンプ」係

TEL 0823-42-0661/FAX 0823-42-0664
E-mail : etajima-mado@niye. go. jp

申込〆切　平成20年1月7日(月)までに,必要事項を記入し,はがき, FAX,
電話またはEメールで申し込んでください。　※Eメールは,その後の連絡が取

りやすいので大歓迎です。
皆様からいただいた個人情報は　この事業についてのみ使用することとし
書類の扱いについては適正に行います.

交通案内:交流の家からの送迎バス接続便
【往路】

当日のスタッフも合わ

せて募集しています.

事前スタッフキャンプ

平成20年1月12日

(土　-13日(日)

スタッフ希望の方

は,青少年交流の'*・

岡川まで電話かEメ

ールで連絡下さい。

広 島 (宇 品 )港 発 1 1:45 Cフ ェ リー . 上 村汽 船 ) - 12 :10 江 田島 (西 沖 ) 切 串港 着

呉 ポートピア港発 12 :00 フェ リー . せ と うち物 流 )I 12 :12 江 田島 (吹 越 ) 切 串港 着

呉 中央 桟橋 発 12 :20 フ ェ リー . ファーストビーチ) I 12 :40 江 田島小 用 港着

小 用港 発 1 5 :35 フ ェ リー . ファーストビーチ) → 15 :55 呉 中央 桟橋 着

切 串漣 (吹 越桟 橋 )発 16 :0 7 (フ ェ リー . せ と うち物 流 ) → 16 :19 呉ポ ートピア港着

切 串漣 (西 沖桟 橋 )発 16 :15 (フ ェ リー . 上村 汽船 ) → 16 :45 広 島 (宇 品 )港 着
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教育交流部門

広島大学短期交換留学(HUSA)プログラム

堀田泰司・恒松直美

(広島大学留学生センター　教育交流部門)

活動の経緯と目的

広島大学短期交換留学プログラムは、 1996年より日本国政府が推進した短期留学推進

制度の一環として北米、オセアニア、アジア、ヨーロッパ諸国の大学(短期学生交流協

定校)から、本学に-学期もしくは一学年の短期留学を希望する者を受入れ本学から同

様に派遣するプログラムとして開始した。日本語の習得に加え、特別に「英語による授

開設することにより、本学で教育を受ける機会を提供し、学生交流を活性化させ、本学

業科目」をの一層の国際化に資することを目的とする。特に本学では、様々な学部から

特色ある専門的科目や日本・アジア理解を推進する専門的科目を提供し、将来、日本や

アジアの事情に通じた人材の育成に貢献するとともに、本学の学生が国際感覚を習得す

ることを目指している。

また2001年より、こうした交換留学事業がより効率的且つ効果的におこなわれるよ

うUMAP事業が提唱するUCTS (UMAP Credit Transfer Scheme)を適応している。

HUSAプログラムは、国際交流推進会議の下部組織である短期留学交流プログラム部

会によって統括されており、部会は、合計15名の各学部代表委員並びにその他委員に

より構成されている。但し、実務的な管理運営にあたっては、留学生センターの教育交

流部門並びに学術室留学交流グループがその主たる業務を担っている0

I.受け入れプログラムの概要

・受け入れ期間: -学期または一学年

・募集人員:　40名

・募集方法:学生交流協定を締結している(締結する)各国の大学に対し募集

要項を配布し、公募する

・応募資格:

(1)本学との間に学生交流協定を締結している大学の学生または学生交流

について双方が合意した書簡がある大学の学生

(2)原則として自国の大学の正規課程3年次の学部学生(協定校によっては、

院生も含む)

(3)学業成績が優秀で日本留学に熱意を持つ者

(4)非英語圏から応募する学生にあっては英語又は日本語による授業を履

修できるのに必要な英語力を持つ者

・選考方法:短プロ実施部会において、協定大学の推薦とUMAP学修計画書を
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参考にしながら、書類をもって選考する。

学生の身分と受け入れ方法:学生は、留学生センターで統括し、学部生は「特

別聴講学生」、院生は「特別研究学生」 (広島大学学生交流規定)として受け入

れる。

授業料等の不徴収:交流協定に基づく、特別聴講学生として受け入れるので、

授業料等を徴収しない。 (なお授業料については、協定の中で「相互不徴収」

について合意する必要がある)

カリキュラム:授業科目は、 3つの形態から構成されている。 「特設科目」は、

HUSAプログラムの学生のために特別に開設された主に英語による授業であ

り、 「常設科目」は、既に学部で開設されていたものに、 HUSAプログラムの

学生が登録した場合、英語を交えて授業にするという条件のついた授業であり、

日本人学生と共に履修するものである。第3に「日本語関係科目」は主に教育

学部が開設し、留学生センターが実施している日本語・日本事情の科目である。

さらに、日本語レベルが上級の学生は、各学部で日本人学生用に開設されてい

る授業を受講することができる。また、授業科目はそれぞれの学部が開設して

いるものであり、その統括は各学部でおこなわれている。以下が、 2007-2008

年度に開設された授業科目一覧表である。

2007-2008年度(2007年10月　-2008年7月)授業科目一覧

【2007年度秋学期]

1.特設科目【Special Course】

授 業科 目名 単位数 備考

J apa ne se Ec o no m y 2 単位 経済学部

T he o ry a nd P ra ctic e of M u ltic uーitu ral A rt E d uc ation 2 単位 教育学部

F am ily L ife in Ja pa n 2 単位 教育学部

S e m in ar in Ja pa ne se C uーitu re an d E d ucation 2 単位 教育学部

J apa ne se S oc iety an d G en de r Issu es 2 単位 教育学部

T h e J ap an ese C ultu re a nd E du cation 2 単位 教育学部

H isto ry of P e rso ns w ith D isa bilitie s, T ren ds a nd Issu es of S p ec ia l N e eds Ed uc atio n in 2 単位 教育学部

Jap an

M a rine B iolog ica lP rod uction in the O c ea ns 2 単位 生物生産学部

intro du ctio n to Fo od S c ie nce 2 単位 生物生産学部

C om m un icatio n P hy sica lS c ie nc e a nd T ec hn ology 2 単位 総合科学部
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2.常設科目【Integrated Course】

授業科 目名 単位数 備考

実験心理言語学 2 単位 総合科 学部

異文化コミュニケ】シ∃ン論入門 2 単位 総合科 学部

物理科学実験 B 3 単位 理学部

歴史風景解析学A 2 単位 文学部

アメリカ現 代文学演習 2 単位 文学部

英語圏文学講義 2 単位 文学部

日本の法制度と社会 2 単位 法学部

現代 日本語 2 単位 文学部

中期英語演習 2 単位 文学部

言語哲学B 2 単位 総合科 学部

口腔の科学 =食生活と全身の健 康 2 単位 総合科 学部

日本語 .日本学B 2 単位 総合科 学部

平和とは何 か 2 単位 総合科 学部

中世哲学研究 2 単位 文学部

人体構造 3 0 単位 医早部

(「人体構造3」は聴講のみ、霞キャンパスで実施)

【2008年度春学期]

1.特設科目【Special Course】

授業科 目名 単位数 備考

Inte rnsh ip fo r H U S A pro gram 2 単位 教育学部

R ec ent D e ve lo pm e nts in B io lo gic al S cien ce s 2 単位 理学部

C ro ss- C u tura Stu die s o n E du catio n 2 単位 教育学部

P e ac e a nd H u m an R ig hts 2 単位 教育学部

D ev elo p m ent an d Inte rnation al E du catio n 2 単位 教育学部

F ro ntie rs of M ate ria S c ien ce 2 単位 総合科 学部

M o de rn C he∋m istry 2 単位 理学部

M ath em atic a S tru ctures 2 単位 教育学部

intro du ctio n to A nim a P ro du ctio n 2 単位 生物生産学部

h te rnatio na M a croe co no m ic s 2 単位 経済学部
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2.常設科目【Integrated Course】

授業科 目名 単位数 備考

日本の政治と対外関係 2 単位 法学部

現代国際法演習 2 単位 総合科学部

メディア研究 2 単位 総合科学部

ヨーロッパ外観.観念分析 2 単位 文学部

言語心理学 2 単位 文学部

語用論 2 単位 総合科学部

宗教とは何か 2 単位 総合科学部

日本語.日本学A 2 単位 総合科学部

英語文法 2 単位 文学部

言語学入門 2 単位 総合科学部

医学国際協 力研究 2 単位 医早部

細胞生物学 2 単位 医早部

物理科学実験 A 3 単位 理学部

景観生態学 2 単位 総合科学部

地球科学野外巡検 A 1 単位 理学部

C M O S 論理回路 設計 2 単位 工学部

日本語・日本事情関係科目

授業科 目名 単位数 開講学期 備考

日本語初級 IA 2 単 位 秋 学 期 留学生センター

日本語初級 IB 2 単 位 秋 学 期 留学生センター

日本語初級 IC 2 単 位 秋 学 期 留学生センター

日本語初級 ID 2 単 位 秋 学 期 留学生センター

日本語初級 IIA 2 単 位 秩 .春 学 期 留学生センター

日本語初級 IIB 2 単 位 秩 .春 学 期 留学生センター

日本語初級 IIC 2 単 位 秩 .春 学 期 留学生センター

日本語中級 IA 2 単 位 秩 .春 学 期 留学生センター

日本語中級 IB 2 単 位 秩 .春 学 期 留学生センター

日本語中級 IC 2 単 位 秩 .春 学 期 留学生センター

日本語中級 IIA 2 単 位 秩 .春 学 期 留学生センター

日本語中級 IIB 2 単 位 秩 .春 学 期 留学生センター

日本語中級 IIC 2 単 位 秩 .春 学 期 留学生センター

日本語聴解 特別演 習 A 2 単 位 秩 .春 学 期 留学生センター
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日本語表現特別演習 A 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語古文特別演習 A 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語上級 B (リス二ング) 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語上級 B (映画) 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語上級 B (古典) 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語上級 B (語桒) 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語上級 B (表現) 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本語上級 B (分析) 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本社会 .文化A 2 単位 秩 .春学期 留学生センタl

日本社会と文化 B 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本の思想 .哲学A 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本思想と哲学 B 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本の地域 .文化 A 2 単位 秩 .春学期 留学生センタl

日本の地域 .文化 B 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

日本の映像文化史 A 2 単位 秩 .春学期 留学生センター

・受け入れ体制の整備: (1)日本における様々な体験学習の場を提供する。 (2)学生宿

舎(日本人・留学生混在型)を用意するとともに、ホームステイ受け入れ家庭との交流も

促進する。 (3)日本人学生チューターを事前に配置し、受け入れ開始と同時に留学生を支

援する(4)日本語学習の補助として日本人学生の会話パートナーを紹介する(5)入

国時身元保証人としては、各指導教員に依頼しないで、機関保障(広島大学)とする。 (6)

本学が提供する教育の質を保証する活動の一環とし、成績証明書にUMAPの単位互換方式

であるUCTSを導入し、単位互換を促進する。

II. 2007-2008年度HUSAプログラム留学生受け入れ状況

2007-2008年度は,アメリカ,イギリス,インドネシア,オランダ,オーストラリア,
オーストリア,韓国,シンガポール,スウェーデン,中国,ドイツ,フィリピン,ロシ

アの44大学と1コンソーシアム(2003年度27大学, 2004年度21大学,2005年度30
大学, 2006年度42大学)から計37名(2003年度47名, 2004年度43名,2005年度50

名, 2006年度41名)の留学生を受け入れた。期間は,殆どの学生が1年間の滞在を希
望しており,男女別で見ると2007年度秋学期は男子学生15名,女子学生22名, 2008
年度春学期は男子学生14名,女子学生19名であった。

III. 2007-2008年度HUSAプログラム受け入れ活動

申請と選考: 2007年度募集要項は、 2007年1月に各協定大学-配布され、 3月末に各
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大学から参加希望者が推薦された。推薦された学生について、 4月に、本学の選考委員

会によってHUSA参加者が正式決定された。今年度も受け入れ留学生の申請において、

UMAP学習計画書も申請書類の中に組み込み、選考や奨学金の推薦の参考資料として

利用した　2004年度の申請から、受け入れ留学生のオンライン登録を受け付け始めた

が、 2007年度も同じオンライン登録を使用した。オンライン登録により、学生が直接

インターネットから情報を入力し、受け入れ留学生のデータ-ベースが作成できるよう

になった。システムも毎年整備され、より効率的な形でオンライン登録ができたHUSA

受け入れ学生が増加していくことが予測される中、今後も学生のデータ-ベース作成、

管理にオンライン登録を活用していきたい。

渡目前の情報の提供:渡目前のオリエンテーションと日本での生活の準備を兼ねて、広

島大学及び留学生活に関する情報を網羅した英語版の「短期交換留学生用手引き

(Information for New Students)」を改訂して各学生に送付した.また、ホームページ

によってHUSAプログラム、広島大学、日本での生活について詳細な情報を提供する

とともに、 「よくある質問」を掲載し留学生がよく疑問に思う事項について説明した。

さらに、 2003年度HUSAプログラムより開講しているインターンシップ・コースにつ

いて情報も掲載した。それらに加え、学生の個人的な質問等には、電子メールやファッ

クスを活用し、直接個々のケースに対応した。

チューターオリエンテーション:日本人学生チューターに対し、今年度も事前に2回の

説明会を行った。第1回目は、チューターとしての全般的な支援活動の内容について説

明し、第2回目は、留学生が来日する直前に、渡日後1週間の事務手続き並びに寮-入

居するまでの具体的な支援活動についてオリエンテーションを行った0

見学・体験学習: 2007年度春学期には、 4月に花見会を開催し、日本人学生と交流の

機会を持った。 6月には、愛媛県と広島県を結ぶ瀬戸内しまなみ海道を訪れ、大山祇神

社、村上水軍博物館を見学し、日本史について見聞を深めた　2007年度秋学期には、

毎年のように10月から11月にかけて、酒祭り見学、秋大祭見学、文化交流のための

学校訪問、地域学校との国際交流会など文化体験学習の機会を提供してきた。

授業科目の開設状況:短期プログラム用の開設科目は、毎年、各学部で審議され、今年

度は、 Special Course及びIntegrated Course (春学期26科目、秋学期25科目)、日

本語教育(春学期18科目、秋学期18科目)が短期交換留学生のために開講された。

日本語教育科目は、現在短期交換留学プログラム用の特設科目となっている　2003年

度から初級・中級を特設科目とし、上級の科目は研修生や正規留学生そして研究生と合

同で受講することになり、幅広い充実した日本語カリキュラムが組まれている。
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2003年度より春学期にインターンシップ・コースを開設し、 2003年度は企業・公官庁

に2名、 2004年度及び2005年度には各6名、 2006年度には3名、 2007年度には7

名を派遣した。 2005年度より、インターンシップ派遣前に事前研修を行い、インター

ンシップに備えているが、 2007年度は研修をより強化し、社会人のマナーを身に着け

る訓練を行った。インターンシップ開始前には、東広島商工会議所関係者、広島経済同

友会広島中央支部国際問題委員会、及び受け入れ企業の関係者と懇親会を持ち親交を深

めた。地域との連携の中で大学の国際化と留学生の日本での就業体験をさらに充実した

ものにしていきたい。

文化交流支援活動:

●　9月に来目した際には、国際交流会を開催し、広島大学在学の学生を招いて、交流

を深める機会を提供した。

●　2つのホームステイプログラムを例年のように実施した。口和町教育委員会と協力

して、 11月に第10回目のホームステイプログラムを実現した。参加した留学生は

各家庭訪問に加え、全体での交流や、消防訓練実地体験、祝詞、着物着付け、餅つ

きなど日本文化体験を楽しんだ。また、忠海高校とも協力し、第6回目のホームス

テイプログラムを行った。家庭でのホームステイに加え、高校での全体交流、各グ

ループに分かれて、茶道、書道、調理、メディアのクラスなどを体験した。

●　本年度は、 10月に広島大学付属三原小学校と共同でホームステイ・プログラムを

作り、ホームステイする機会を増やした。 11月には、広島大学にて広島大学付属

三原小学校との国際交流会を開催した。

●　当留学生センターの指導部門による国際交流ボランティア制度を利用し、日本人学

生の会話パートナーを短期留学生に紹介する会合を開き、交流を促進した。また、

日本人チューターを本年から選考方法を変え、国際交流ボランティア、広島大学電

子掲示板を通して募集し、国際交流に関心の高い学生をチューターとして採用した。

地域貢献: 2003年度より、東広島商工会議所から、国際理解のための留学生の母国に

ついての講和を依頼されている　2003年度はフランス・韓国、 2004年度はアメリカ・

カナダ・ギリシャ、 2005年度にはドイツ、 2006年度にはタイからのHUSA留学生が

商工会議所を訪問し、母国の文化・習慣や日本との相違について話した。また、 HUSA

留学生が、地域の小学校・中学校・高校を訪れ、国際交流を行った。 2007年9月及び

2008年1月には、国立江田島青年の家と広島大学留学生センターとの共催で、外国人

と日本人が交流を通して異文化コミュニケーション能力を身につけることを目的とし

た「国際交流ボランティアセミナー」が江田島青年の家で開催され、 HUSA学生も参

加した。さらに、 2007年11月には、留学生と留学生の家族、広島大学職員の参加するバ

ス見学旅行「りんご狩りツアー」にHUSA留学生も参加した。
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HUSA広報活動: HUSAホームページにはプログラムの概要、申請方法、スタッフ紹

介、 HUSAに関するニュース、開講コース案内、シラバス、奨学金・寮・大学施設に

ついての情報、国際交流イベント案内、 HUSAパンフレット、広島大学及び地域につ

いての情報など、すべてが網羅されている。サイトを常に更新し、 HUSAプログラム

についての最新情報を提供している。

HUSAプログラム評価:プログラム改善の参考とするため、毎学期、 HUSAプログラ

ム全体評価、各コース評価、学生チューター評価を行っている。学生にアンケート用紙

を配布し、回収し、結果をまとめ、プログラム改善に役立てている。

IV HUSAサマースクール:2007年6月25日より7月13日まで3週間に渡り、HUSA

サマースクールを開講した。本プログラムの概要は以下の通りである。

実施機関:広島大学が主催し、日本語教育と文化体験学習プログラム、そして宿泊

は、 (財)ひろしま国際センターが担当した。また、広島大学でも、 HUSAプログラムの

科目や一般教養科目等の一部に参加し、日本人学生や留学生と授業で交流する機会を設

けた。

研修目的:広島大学短期交換留学(HUSA)プログラムを通し交流している協定校

の学生に対し、広島大学並びに広島の風土や文化について理解を深めてもらう。また、

これまで学習してきた日本語を運用する機会を提供し、自己の日本語の問題点を認識し

てもらうとともに、談話展開、日本語運用に必要な背景の理解など、海外での学習では

得られにくい項目の学習機会を提供することにより、より実践的な日本語運用能力の向

上を目指す。

到達目標:(1)広島大学のキャンパスに親しみ、講義、研修、交流を通して広島の

風土や文化について学ぶ。 (2)ある程度の長さの発話をし、自身の日本語能力、談話展

開上の問題点について知る(3)日本語母語話者との交流、文化体験等を通して、適切

な日本語運用の際に必要となる、文化的な背景等についても学ぶ。

構成及び内容:

評価方法:評価基準: S(秀)100-90%、 A (倭) 89-80%、 B (良) 79-70%、 C (可)

69-60%、　　　　　　　　　　　D (不可) 60%以下

研修員評価方法:[日本語中級]出席・授業参加= 10%、中間発表-40%、

最終発表-50%　　日本文化]出席・ディスカッション-の参加-

20%、各講義・見学ごとのミニレポート(1-2ページ)Ⅹ7回-80%

コース評価:研修員に対するアンケート調査および広島大学関係者による聞き取

り調査によって評価する。

修了証明書: (1)広島大学短期交換留学プログラム、サマースクール修了証書、並
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びにUMAP成績証明書(ただし、短プロ部会長印のもの)

(2)国際プラザ、修了証書、並びに成績証明書

V. 2007-2008年度HUSAプログラム派遣留学活動

本学からの留学生派遣事業に関しては、本年度も1月初旬に応募者の選考試験を行い、

1月中には実施委員会で選考、 2-5月に受け入れ大学-推薦という日程で選考・推薦

を行っている。以下は、派遣学生の募集と選考に関してまとめたものである。

1.制度の趣旨:

短期交換留学プログラムは、学部生・大学院生が短期学生交流協定等に基づいて母

国の大学に在籍しつつ、派遣先の大学において学習、異文化体験、語学の実地習得等を

目的として、 1学年または1学期の教育を受けて単位を取得し、研究指導を受ける刺

度である。現在は、アメリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、マレーシ

ア、タイ、フィリピン、インドネシア、中国、韓国、ロシア、ポーランド、オーストリ

ア、ドイツ、オランダ、スウェーデン、イギリスの大学から主として学部学生を短期交

換留学生として招致し、本学の学部学生を各国各協定大学に派遣している。この交流事

業は派遣先大学において授業料不徴収及び単位互換認定の制度を内容としており例年、

以下の条件で募集を実施している。選考は、広島大学短期交換留学プログラム及び独立

行政法大日本学生支援機構(JASSO)短期留学推進制度による海外派遣学生を広島大

学留学交流実施部会が同時に審査し、選考を行っている。

2.特徴:

・授業料不徴収

・単位互換制度

・現地コーディネータのアシスタント

・短期交換留学生との留学前の交流と留学後の現地での交流

3.出願書類

(D派遣申請書

②留学計画書

③TOEFL成績表

英語能力を応募条件とする大学に留学予定の学生; 530点(iBT73点)以上が

望ましい。ただし, USAC語学文化研修応募希望者については, 500点UBT61)

が必須条件。

注.英語圏以外で英語能力を応募条件としない大学に留学予定の学生は,別途行

う学内語学試験の成績による。
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④学業成績証明書(大学院生については,学部の学業成績証明書も含む。)

4.出願書類提出先及び締切り

各学部等派遣留学担当係-例年11月末ごろまでに提出する。

5.面接(口述)試験

学生から提出された申請書類の留学計画を基に例年1月の第1週に面接試験を行っ

ている。試験は、広島大学留学交流実施部会の委員による1グループ3名程度の審査官

によって実施され、審査員が学生の留学計画、異文化適応能力等についてそれぞれ5段

階評価をつけ、その平均点が最終審査会の1つの評価指標として使用される。

6.選考委員会の実施

例年1月下旬に、広島大学短期留学交流プログラム部会において、派遣留学生の選

考を実施している。選考に当たっては、主に学生の留学志望校、語学能力、面接試験結

果、学業成績を考慮し、可能な限り多くの学生を推薦できるよう配慮しながら選考、推

薦を行っている。

VI. 2007-2008年度HUSA留学生派遣事業の実績

2007年度の短期交換留学生派遣に関しては、 16名を推薦し、中国、韓国、アメリカ、

オーストラリア、イギリスの7大学-派遣した。また、 2008年1月には、 2008-2009年

度派遣留学生の選考が行われ、すでに中国、マレーシア、オーストラリア、コスタリカ、

アメリカ、イギリス、フランス、ドイツの12大学-20名の学生派遣が決定している。

VII. HUSA留学生派遣事業の活動状況

広報活動: 19年度は、例年通り　HUSA留学生も協力し、留学フェアを6月に開催した。

各協定大学からの留学生がブースを設け、また日本人学生の派遣のための説明会も開催

した。また、派遣留学のための協定大学の紹介や留学までの段階的な留学準備の仕方に

ついてHUSAガイドブックを作成し、派遣留学生-配布すると同時にHUSAホームページ

でも閲覧できるようにした。

留学前の情報提供と留学計画の促進:例年、派遣が決定した本学の学生に対し2度に渡

るオリエンテーションを実施しており、留学に関する一般的な情報と共に、協定校から

来ている留学生との交流の場を提供している。その学生間の交流は留学後も続き、協定

校においても継続的な交流活動が行われている。また、留学前に指導教官並びに学部と

の単位互換に関する話し合いの場を設ける意味で、 UMAP学習計画書を4月の第1回

目のオリエンテーションで配布し、留学2-3ケ月前までに、提出するよう要求してい
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る。

INU特別協力講義:昨年度、 INUネットワークを利用し、派遣留学を促進するために初

めてINU特別協力講義AとBを開設した。 19年度は、 INUネットワークを促進する委員

のリーダーシップにより、科目数をさらに1科目増やすことができたINU特別協力講

義は、一般の教養科目として開講されているがINUネットワークを利用しアメリカとオ

ーストラリアの協定大学の教員によるビデオ講義を活用し、 WebCT上で授業を展開する

オンライン教育科目である。

VIII.主なその他の活動

UMAP活動-の貢献:本学の教育交流部門は、学外での活動としてアジア太平洋諸国

の政府並びに高等教育機関によって運営されている　UMAP (アジア太平洋学生交流機

棉)の学生交流促進事業にこれまでにも積極的に参加してきた。 19年度は、 UMAP国

際事務局並びに理事会が新たに開発したUSCO (UMAP学生交流オンラインシステム)

プロジェクトのシステム開発のアドバイザーとして参加し、オンラインシステムの立ち

上げに協力した。また、 20年度から開始するuscoシステムを利用したUMAP学生

交流活動にも参加し、すでにタマサート大学(タイ)とマレーシア科学大学(マレーシ

ア)からの受入れが決定している。

活動日誌

【2007年]

5月

7月

10月

12月

St Mary's University (カナダ)国際部マネージャー来校

ノーベル平和賞受賞(2006)ムハマド・ユヌス氏講演　「開発と平和」

(第2回広島大学平和講演会、主催　広島大学)　恒松・堀田・西谷　通訳

米国のペンシルバニア大学がコーディネートする大学教員の日本視察団

に対し、 「日本の教育の現状」について講演

UniversityofGraz (オーストリア)より来校

タイのバンコクで開催されたUMAP国際理事会にusco開発プロジェクトの

テクニカルアドバイザーとして参加

Leeds Metropolitan University (イギリス) , Dean of the Leslie Silver

来校
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立命館アジア太平洋大学(大分県別府市)にて「立命館アジア太平洋大学の英語

教育と国際化を高める交流プログラムについての情報交換会」出席

CardiffUnivesrity (イギリス)より協定締結について来校

クローニングン大学(オランダ) Director of Undergraduate and Graduate

Studiesが来校し、欧州の高等教育改革の最前線について講演

【2008年]

2月　　British Councilより　British Council西日本代表・

教育&パートナーシップ・マネージャー(西日本)来校

University of Jyvaskyla (フィンランド)学長・フィンランド大使館所長・

フィンランド大使館学術担当マネージャー来校

uMAP国際事務局のuscoプロジェクトを推進するためタイのバンコクで開催さ

れた国際会議並びにワークショップに参加

3月　James Madison University(アメリカ)国際部マネージャー来校
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2007年度広島大学留学生センター講演・討論会

「留学生教育体制のあり方」

報告者:中失礼美、中川正弘

日時:2008年2月29日(金) 13:00-17:00

場所:教育学部第3, 4会議室

講演　「留学生教育の夢と現実」

リム・ロンユー(香川大学留学生センター長)

リム・ロンユー氏による講演内容は、以下の通りであった(配布資料より)。

まず、講演を進めるにあたってのフレームワークが提示され、元留学生、センター教員、

センター長という3つの「顔」で進行することが説明された。次いで、留学生の夢とは何

か、デマンドとして考えるべきではないか、留学生にとっての「現実」とは如何なるもの

か、について言及された。

第一の「顔」である「元留学生」として、 1)教育、 2)学内での支援、学生交流、 3)

地元住民との連携、 4)住宅、奨学金、就職の4点について、それぞれ体験に基づいた分

析が示された。続いて、第二の「顔」である「元センター教員」として同様に4点につい

て分析が示された。最後に、第三の「顔」としてセンター長の立場から、以下のことにつ

いて述べられた。

○センター業務(広大流)

O 「国際センター」に拡大すると?

・学部教員が期待している拡大業務(特に学術交流協定の業務)

・事務局の視点からは?

・留学生-のサービス向上になる?

・同じく、日本人学生-のサービスは?

○センター拡大するにあたり

・誰のため、何のために拡大するのか

・先に「看板」掲げるのは?

・我々専任教員、事務職員は先に拡大した機能をしてから、センターの改組を

○必要な5つの「条件」

・全学の国際戦略の立案

・担当教員の補充
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・事務組織の一元化

・施設整備の充実

・自立化(機構から独立)

○拡大したセンター像とは

・日本語教育事業:日本語・日本事情等の授業、各教員担当

・指導・交流事業:教員全員、共同担当

・教育交流事業:受け入れ及び派遣は、教員共同担当

・学術交流協定事業:本来通り、窓口となる学部教員が担当

・留学生グループと学術交流の事務局を統合

留学生センターの体制について、実際に業務に携わる立場から留学生および日本人学生

-のサービスを広く、深く考察され、活動効率を上げるための方策、条件およびあるべき

姿を具体的に提示された。

留学生センターの体制の再考・変更は、現在ほとんどの大学が直面している問題であり、

講演者による具体的かつ斬新な視点による分析は刺激的で、参加者全員が熱心に傾聴し、

有益な情報となった。

討論会「留学生教育体制のあり方」

まず、広島大学留学生センターがこの講演・討論会に際して事前に行った留学生センタ

ー体制の動向に関するアンケート調査結果(23大学回答)について説明を行った。討論会

は「留学生教育体制のあり方」と題して、講演の内容とアンケート結果を踏まえて議論の

方向が示され、日本語教育、指導、教育交流について、現在の状況、留学生教育・支援体

制の変更点およびその効果という視点から、討論を行った。

1.日本語教育

正規科目としての日本語教育の位置づけについて議論を投げかけた。

・留学生に、質の高い教育をどのように提供するかを考慮しなければならない。

・授業を英語で行うか、日本語で行うかについて、以下のような発言があった。

・英語の授業を日本の大学で開講することはすばらしい。

・短期交換留学プログラムの留学生の五分の四は日本語での対処が難しい。

・授業では英語で対処できても、授業時間以外では、留学生は日本語で対処できない。

学外だからと言って無視はできない。どこまで大学教員、事務担当者は対処すべきか,

・日本人のボランティアの利用はどうか。日本人学生も一緒に受講できる授業で交流さ
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せる。ボランティアチューターに仕事を振り分ける。日本人学生にとってもいい経験

となる。

留学生が日本語を勉強した際に単位が認定されるかについては、以下のような回答があ

った。

・京都大学:交換留学生の日本語教育の単位については、京都大学としての単位はこれ

まで認めていなかった。日本語教育はあくまでサポートであり、単位は認定されなか

った。しかし、日本人派遣学生は単位をもらって帰ってくる。そこで単位を認定する

ようにすると、交換留学生たちはやる気が出て、欠席も少なくなった。

・新潟大学:日本語、日本事情は全学教育科目(Gコード科目)の中で留学生基本科目

として設定されている。その他、新潟大学個性化科目(eg. Corporate Culture in Japan:

内容はJapanese business writingで定員の半数は留学生)として開講している科目な

どは履修すれば単位になる。国際協力関係の授業は、日本人向けだが、留学生も受講

すれば単位になる。

・広島大学:正規科目については以前から単位は出している。それ以外に開講する補講

では成績は認定するが、単位の認定は行っていない。

・弘前大学:国際交流科目は日本語と英語で行われている。正規生についてはこの科目

の扱いが学部によって違う。ある水準以上のレベルに達していれば単位と認定される。

自由科目として扱い、日本人学生もこの国際交流科目で単位を取得できるようにして

いる。

こちらから海外に派遣した場合も認定してもらうためである。

・岡山大学:日本人学生も単位が取得できるようにすると、多くの日本人学生が受講す

るようになり、日本人学生の国際化に寄与している。

・小樽商科大学:日本語科目は正規科目。外国語科目と同じステータスの科目。予備教

育の場合は、単位を認定できない。だが、それ以外は単位化されるべき。特に理系の

学生は日本語を学ぶ意欲を失ってしまう。

・広島大学:学生の質も問題。留学生と呼べる水準の学生ばかりではない。これにどう対処

するか。留学生の意識(eg.こちらに来る前に調べておく)、能力の不足の問題が残っている。

(日本の大学ならば日本語で授業という考え方をする一方、英語で授業できる先生が必

要とも考える。この矛盾をどうとらえるカ㌔)

-小樽商科:最初のセメスターは英語、その後日本語の割合を増やしていく。

2.留学生指導・教育交流

留学生指導の範囲、効果的・効率的な支援のための教育交流の人材ネットワークと場所
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について、以下のような議論が行われた。

・警察沙汰になりそうな場合のみ、教員が手助けする。頻度はそんなに多くないだろう。

・いつも誰かがいる状態を作っておく。日本人学生、ホームステイ先の家族など。

・何かあったときに、頼って行けるような場所を作る。できるだけ数も多く、入って行

きやすい雰囲気のラウンジ。

・非常時に対応する事務担当者の役割。例えば、警察沙汰になれば事務が対応。教員が

その度ごとに引っ張り出されることはない。短期の留学生には留学生センターが対応

し、正規生には各学部の専門教育担当教員が責任を持って対応。

・ (弘前大学)健康管理センターの活用。ガイダンスにも来てもらう。肉体的にも精神的

にも支援できる体制の整備が必要。

・ (新潟大学)教育・心のケアが必要となる場合はセンターの教員全員で分担して対応す

る。

・人材の確保　数人受け入れるのと、数十人受け入れるのでは異なる。大人数を受け入

れる場合はどうするのか。留学生と日本人学生や地域の住民が交流できるラウンジを

設けている大学?- 11大学。広島大学にはない。

・本当にしっかり世話をしてくれるボランティアは少ない。

・ラウンジの効果、場の大切さほどのように認識されているカ㌔　交流の場所はどのよう

なものがあり、独立した施設となっているか。

・京都大学「きずな」の場合。インターネットのアクセス可。チューターが常駐。

留学生と日本人学生が一緒にご飯などが食べられる。いっしょに飲食するような機会

(二時間半くらい)を設定。そのアレンジは学生に任せる。公費は支出しない。

・弘前大学では、職員の持ち場の真ん前にラウンジがある。事務職員には少し迷惑。イ

ンターネットアクセスが可能。

・新潟大学はコーヒーアワーを設けている。留学生センターの教室でボランティア学生

による日本語教室を開講したり、チューターを呼び集めてセンターが留学生の修学状

況、生活状況を把握するための機会を持っている。

・小樽商科大学はまずラウンジを作った。警察沙汰になる事件のあったのがきっかけ。

センターという施設、組織を作る前にラウンジが必要とされた。

・広島大学では、センター職員のみでは留学生の個別問題に対処しきれないため、事務

職員からのサポートも必要としている。しかし、言葉の問題がどうしてもあるため、

保健管理センターなどでも、十分な対応が期待できない。学生チューターによる通訳

なども活用したいが、ハラスメント相談室などでは秘密保持の問題もあるため、学生

チューターでは対応できない。就職のサポートをするキャリアセンターは日本人学生

と同じ対応しかできないため、留学生のニーズに合わない。
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・埼玉大学は、改組により、事務職員と教員が一つのフロアになった。新しいセンター

に変わる際、交流企画部門に英語の堪能な事務職員が准教授として採用された。

・ホームステイは引き受け先がなかなか見つからない。よい方法はないか。

・センターという施設、組織のいい活用方法は他にないか?変更の提案は?

3.留学生センター改組について

留学生センターから国際センター/国際交流センターになった大学では実際どのように

変わったか、何がどう良くなったかについて、活発な議論が行われた。

・京都大学の場合、忙しくなった。留学生1,300人に対して、センターの教員は9人。

留学生の多くは学部・研究科所属である。これまでは日本語教育、相談部門、日本人

学生の派遣を担当してきた。基本的な業務は留学生の受け入れだった。改組後は、全

学の国際交流のための活動。例えば、学部・研究科の教員の国際的な学術交流、大学

の国際化のための企画の立案にも参画。企画を担当できる組織になったことで発言力

が増した。事務部門に関しては、英語が堪能な職員が留学生課に2名。その他、非常

勤職員は英語に堪能な人が多い。

(新しい業務『企画立案』が増えたが、人員の増は?これまで行っていた業務内容で削

減されたものは?)

-新規採用教員はセンター直属であり、他の学部などとの兼務なしが望ましい。

センター長の業務は、企画に6割、授業に2割、雑務に2割という比率。

企画専門担当者を募集。非常勤職員を活用。兼務できるセンターの教員は兼務。

(研究はどうするのか。)

一研究を発表する場を作ろうとしている。センターでやっていることを研究課題とで

きるようにする。事例研究を増やすべき。帰納的な研究が必要とされていると認識

している。センターの教員が研究成果を発表できる機会を増やすべき。

・新潟大学の場合、法人化した時に国際センターに改組。予算・権限が一元化し、学長

直属の組織となった。名称が新しくなったがスタッフは変らず、業務内容が国際連携

全般-と拡大した。センターの留学生も学長直属となった(式典などには以前から学

長が出席) 。事務職員は、以前からあった国際研究を支援する課と留学生課が一体にな

った。事務職員の中から国際交流を専門的に担当できる人、留学経験のある人を登用。

日本人学生の派遣については、事務職員と協力して種々企画を進めている。ビザ、海

外保険など事務的なものは特に。

・弘前大学の場合。 2007年から国際交流センター-。教員組織の変更については改組の

一年前から検討が行われた。センターとしては教員、学生、職員、地域社会との交流

を念頭に置き検討した。教員配置の変更や協力の仕方などをこちらから示すことはな
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かった。提携のある大学から何か話があればその窓口となる。教員は5名、うち日本

語の授業担当者2名、英語で授業が行える教員3名。

・埼玉大学の場合、学長直属の研究協力部に所属が「格上げ」。日本語教育を部門化し、

センター内の一部門に。新センターになり、研究のための時間が少なくなったことが

一番懸念される。

・岡山大学の場合、センターの運営委員会には、センターの教授全員とセンター長、

他学部の代表者が参加していましたが、その後、運営委員会にはセンターの教員から

は交流部門の教員1名が参加するのみとなりました。また、日本語教育の教員は1名

削減が予定されるなど、日本語教育がセンターの中心とは言えなくなる傾向がありま

す。日本語教員としては大学の中の留学生教育における日本語教育の重要性、専門性

が認知されるように努力しなければならないと考えます。

・早稲田大学の場合、留学生の支援体制は整っている。英語の堪能な事務員が多い。ホ

ームステイサービス、また留学生のコミュニティーでお互いに助け合う環境が整って

いる。

・広島大学に限らず留学生センターの教員の実績は、承認などの人事の際には、日ごろ

の留学生支援実績ではなく、研究論文等で評価される傾向がある。 「実際に自分がやっ

ていることを研究課題とできるように」という提案に賛成する。これまで研究者とし

て学んだことを生かせるように、また学生を助けることが評価されるようにしていき

たい。

最後に、以下のようなコメントが出された。

・清泉女子:心のケアについて言えば、他の国と比べ、日本は充実している。逆にやり

すぎと見られる場合もある。オーストラリアでは、留学生-のこのようなケアは少な

い。

以上、現在多くの大学が直面している留学生教育・指導・研究の問題について、留学生

センター、およびそれに相当する組織の機能について、活発な議論が行われた。
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2007年度広島大学留学生センター講演・討論会参加者名簿

(五十音順)
< 講演者>
Lrong L im 香川大学 留学生センター センター長 .教授
< 招待参加者>
阿波村 稔 新潟大学 国際センター センター長 .教授
倉又 秀一 弘前大学 国際交流センター センター長 .教授
森 純一 京都大学 国際交流センター センター長 .教授
< 客員研究員>
EH oh Berendt 清泉女子大学 文学部 教授
小川 誉子美 横浜国立大学 留学生センター 教授
金田 智子 独立行政法人国立国語研究所 日本語教育基盤情報センター グループ長
上候 厘 信州大学 全学教育機構 准教授
上別府 隆男 東京女学館大学 国際教養学部 教授
熊野 七絵 独立行政法人国際交流基金関西国際センター 専任講師
後藤 美知子 広島大学 留学生センター 非常勤講師
齋藤 美智子 岡山大学 国際センター 教授
佐藤 由利子 東京工業大学 留学生センター 准教授
田中 京子 名古屋大学 留学生センター 准教授
船津 秀樹 /卜桂商科大学 商学部 教揺
八木 恵子 埼玉大学 国際交流センター 教授
秦野 安岡rr 早稲 田大学 教育 .総合科学学術院 教将
< 一般参加者 >
塩井 実香 香川大学 留学生センター 講師
高水 徹 香川大学 留学生センター 講師
湯浅 賢一 香川大学 教育学生支援室 留学生グループリーダー

< 広島大学>

田畑 佳則

留学生センター

センター長 .教授
多和田異一郎 教授
浮田 三郎 教授
中川 正弘 教授
深見 兼孝 准教授
田村 泰男 准教椿
石原 淳也 准教授
中失 礼美 准教授
恒松 直美 准教授
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留学生センター教員研究・その他の活動業績

1.研究論文・著書

R. M. Sandhya PRIYADARSHANI,浮田三郎「日本語とシンハラ語の授受表現の対照研究

-「アゲル」 「クレル」 「モラウ」を中心に-」西日本言語学会編『ニダバ』第37

号2008年pp. 163-162.

田村泰男「常用辞書における連体詞の認定について」 『留学生教育』 ,第12号　2008年,

pp.43-50.

多和田真一郎　『沖縄語音韻史研究の基盤構築・整備』 ,平成18年度・ 19年度科学研究費

補助金(基盤研究(O)研究成果報告書(2),広島大学留学生センター2008年3且

恒松直美「短期交換留学生向けインターンシップと研修-グローバル社会における地域ネ

ットワークと大学教育-」 『広島大学留学生センター紀要』 ,第18号　2008年,

pp.1-16.

恒松直美「スピリチュアリティ研究と高等教育-フェミニズム理論と近代に関する諸理論

からの示唆-」 『留学生教育』 ,第12号2008年,pp.25-41.

中川正弘「日本語の文字習得とベクトル認識-Apple iTunes準拠の日本語文字書き映像教

材-」 『留学生教育』 ,第12号2008年,pp.1-13.

中失礼美,中川正弘「留学生支援体制の現状と今後の課題」 , 『留学生教育』 ,第12号,

2008年　pp.15-24.

DoHoangNgan,深見兼孝「日本語聴解の難しさ・聞き取れない原因及び聴解教育に関す

る卒業生の意識調査」 , 『日本語学・日本語教育国際シンポジウム論文集』 ,ハノ

イ国家大学出版社2007年, pp.295-303.

深見兼孝　「日本語のオソロシイ/コワイと朝鮮語のmus〇pta/tulyopta　について」 『ニ

ダバ』第37号2008年pp. 173-182.
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堀田泰司「日本の留学生政策における学生交流の新たな展開方策: UCTSとバイリンガ

ル教育の活用を求めて」 『大学論集』第39集2007年,pp.205-221.

2.学会発表

浮田三郎「現代ギリシア語における月に関する諺(2)」日本ギリシア語ギリシア文学会,

広島大学　2007年11月10日.

多和田真一郎「日本語と-ングル資料-沖縄語音韻史とハングル資料」 ,韓国日本文化学

会　2007年度秋季大会,檀国大学天安キャンパス　2007年10月27日.

深見兼孝　「日本語のオソロシイ/コワイと朝鮮語のmus〇pta/tuly〇pta」 ,西日本言語

学会,第37回大会,九州産業大学国際文化学部2007年9月15日.

DoHoangNgan,深見兼孝　「日本語聴解の難しさ・聞き取れない原因及び聴解教育に関

する卒業生の意識調査」 ,日本語・日本語教育国際シンポジウム, MeliaHanoi

(メリアホテル),ベトナム2007年11月15日.

堀田泰司「欧州高等教育改革(ボローニヤ・プロセス)におけるTUNINGPROJECT

の役割:新たな教育の質保証を目指して」日本総合学術学会, 19年度秋季大会,
2007年11月23日.

3.学術研究補助金

多和田真一郎　研究代表者(平成18年度～平成19年度)科学研究費補助金基盤研究C

「沖縄語音韻史研究の基盤構築・整備」

恒松直美　研究代表者(平成20年度) 「外国人留学生・日本人留学生に対する国際教育の改

善を目指した調査研究」広島大学学長裁量経費助成金

堀田泰司　研究代表者(平成19年度～平成20年度)科学研究費補助金基盤研究C 「ヨー

ロッパ高等教育改革におけるECTS (欧州単位互換制度)の実践的効果と課題」
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4.その他の活動

A.地域貢献、社会貢献

浮田三郎　財団法人石田教育振興財団評議員

多和田真一郎　「キワニス留学生奨学金・日本語作文」審査委員長

堀田泰司　UMAP日本国内委員会専門委員

B.学会活動

浮田三郎　日本ギリシア語ギリシア文学会会長

浮田三郎　言語文化教育学会理事

浮田三郎　西日本言語学会運営委員

多和田真一郎　日本総合学術学会会長

多和田真一郎　広島韓国研究会副会長

多和田真一郎　韓国日本文化学会海外理事

多和田真一郎　大韓日語目文学会海外理事

恒松直美　日本総合学術学会監事

中川正弘　日本フランス語フランス文学会中国・四国支部編集委員長

中川正弘　広島大学フランス文学研究会参与

深見兼孝　西日本言語学会運営委員
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深見兼孝　日本総合学術学会理事

深見兼孝　広島韓国研究会理事

C.講演・ワークショップ等

浮田三郎「比較言語文化論の視点」 ,中国首都師範大学2007年12月1 B.

浮田三郎　公開講座「現代ギリシアのことばと文化」 2007年6-7月.

堀田泰司「UMAP, UCTS and USCO (UMAP Student Connection Online Project)」 ,ア

ジア・太平洋大学交流機構(University Mobility in Asia and Pacific,以下

UMAP)国際会議『UMAPWorkshop onthe USCO』タイ高等教育省主催,タイ,
バンコク　2007年7月6B.

堀田泰司(パネリスト) 「Reality and Future ChallengesofStudent Mobility Schemes in

Higher Education between ECTS in Europe and UCTS in Japan」アジア・太

平洋大学交流機構(University Mobility inAsia and Pacific,以下UMAP)国際
大会『UMAP Exective Seminar』国際事務局主催,タイ,バンコク　2007年10
II.

堀田泰司「Japanese Cultural Briefing」 、 UNITAR 『Sea and Human Security』研修コ
ース,国連訓練調査研究所(UNITAR)アジア太平洋地域広島事務所2007年10

月13日.

堀田泰司「Japanese Cultural Briefing」 、 UNITAR 『Fellowship for Afghanistan』研修コ

ース,国連訓練調査研究所(UNITAR)アジア太平洋地域広島事務所2007年11
月11日.
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